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144/430 MHz FM デュアルバンダ－

TH-F7
取扱説明書
お買い上げいただきましてありがとうごさいました。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
また、この取扱説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用のモデルですので、国外で使用することはできません。

本機を使用するには、総務省のアマチュア無線局の免許が必要です。
また、アマチュア無線以外の通信には使用できません。
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製品を安全にご使用いただくため、この「安全上のご注意」をご使用の前によくお読みください。お読みになった後は、必要なとき
にご覧になれるよう大切に保管してください。

絵表示について　
この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う危険が差し迫って生じることが想定される内容を示してい
ます。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容

を示しています。

　　　絵表示の例　
△記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げる
ものです。図の中や近くにある絵や文章は具体的な注意内容を示し
ています。

○記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近く
に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）を示しています。

●記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の
中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから
抜いてください）が描かれています。

・ お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障・その他の不具合およびこの製品の使用によって受けられた
損害につきましては、法令上の賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承
ください。

安全上のご注意

　  注意

　  危険

　 警告
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警告

■トランシーバー本体の取り扱いについて

● 長時間の連続送信はしないでください。発熱のため本体
の温度が上昇しますので、やけどをしないようにご注意
ください。

●  イヤホンを使用する場合、電源を入れる前に、音量を下
げてください。聴力障害の原因になることがあります。

●  このトランシーバーは調整済です。分解・改造して使用
しないでください。火災・感電・故障の原因となります。

● 布や布団で覆ったりしないでください。熱がこもり、ケー
スが変形したり、火災の原因となります。直射日光を避
けて風通しの良い状態でご使用ください。

● 水をかけたり、水が入ったりしないよう、またぬらさな
いようにご注意ください。火災・感電・故障の原因とな
ります。

● 水などでぬれやすい場所（風呂場など）では使用しない
でください。火災・感電・故障の原因となります。

● 近くに小さな金属物や水などの入った容器を置かないで
ください。こぼれたり、中に入った場合、火災・感電・故
障の原因となります。

■チャ－ジャーの取り扱いについて

● ＡＣ100Ｖ以外の電圧で使用しないでください。火災・感
電・故障の原因となります。

● チャ－ジャーと他の製品の電源プラグをタコ足配線しな
いでください。過熱・発火の原因となります。

● ぬれた手でチャ－ジャーに触れたり、抜き差ししないで
ください。感電の原因となります。

● チャ－ジャーはＡＣコンセントに確実に差し込んでくだ
さい。電源プラグの刃に金属などが触れると、火災・感
電・故障の原因となります。

● 電源プラグの刃にほこりが付着したまま使用しないでく
ださい。ショートや過熱により火災・感電・故障の原因
となります。

安全上のご注意

■使用環境・条件

● 交通安全上、運転しながら交信するのはおやめくださ
い。

● 電子機器（特に医療機器）の近くでは使用しないでく
ださい。電波障害により機器の故障・誤動作の原因と
なります。

●  バッテリー液が皮膚や衣服に付着したときは、皮膚に
障害を起こすおそれがありますので、すぐにきれいな
水で洗い流してください。

● 航空機内、空港敷地内、新幹線車両内、中継局周辺、病
院内では絶対に使用しないでください（電源も入れな
いでください。）。運行の安全や無線局の運用や放送の
受信に支障をきたしたり、医療機器が故障・誤動作す
る原因となります。

● この製品を使用できるのは、日本国内のみです。国外
では使用できません。

危険

■リチウムイオンバッテリーの取り扱いについて

リチウムイオンバッテリーは次のことを守らないと、けが
や、バッテリーの漏液、発火、発熱、破裂させる原因となり
ますので、下記のことを必ずお守りください。

●  充電温度範囲は5℃～40℃です。この温度範囲以外で
は充電しないでください。

●  指定以外の機器への取り付けはしないでください。

●  専用チャ－ジャー以外では充電しないでください。

●  所定の充電時間を超えても充電が終了しない場合は、
充電をやめてください。

●  ストーブのそばや炎天下など高温の場所で使用したり、
放置しないでください。

● 火の中に投入したり、加熱したり、ハンダ付けしない
でください。

●  端子を針金などの金属類でショートさせないでくださ
い。また、ネックレスやヘアピンなどと一緒に持ち運
んだり、保管しないでください。

●  分解、改造や釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏
みつけたりしないでください。

●  漏液したり異臭がするときは、ただちに火気より遠ざ
けてください。

●  バッテリー液が目に入ったときは、失明のおそれがあ
りますので、こすらずに、すぐきれいな水で洗った後、
直ちに医師の治療を受けてください。

●  バッテリー液が皮膚や衣服に付着したときは、皮膚に
障害を起こすおそれがありますので、すぐにきれいな
水で洗い流してください。

●  電磁調理器の上に乗せたり電子レンジや高圧容器に入
れないでください。

●  幼児の手の届く場所には置かないでください。
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警告 注意

■使用環境・条件

● テレビやラジオの近くで使用しないでください。電波障
害を与えたり、受けたりすることがあります。

● 湿気の多い場所、ほこりの多い場所、風通しの悪い場所
には置かないでください。火災・感電・故障の原因とな
ることがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所、振動の多い場所には置か
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因と
なることがあります。

● 直射日光が当たる場所や車のヒーターの吹き出し口など、
異常に温度が高くなる場所には置かないでください。内
部の温度が上がり、ケースや部品が変形・変色したり、火
災の原因となることがあります。

● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場
所には置かないでください。火災・感電・故障の原因と
なることがあります。

■保守・点検

● 本体やチャ－ジャーのケースは、開けないでください。け
が・感電・故障の原因となります。内部の点検・修理は、
お買い上げの販売店または当社サービスセンターにご依
頼ください。

■トランシーバー本体の取扱いについて

●   アンテナを誤って目にささないようにしてください。

● 外部スピーカー／マイクロホン端子にはオプションのス
ピーカーマイクロホン以外は接続しないでください。故
障の原因となることがあります。

● アンテナを取付けない状態で、送信しないでください。火
災・故障の原因となることがあります。

● 旅行などで長期間ご使用にならないときは、安全のため
必ず本体の電源をOFFにし、バッテリーを取りはずし、
チャ－ジャーをご使用の場合はチャ－ジャーをACコンセ
ントから抜いてください。

■異常時の処置について

以下の場合は、すぐに本体の電源をOFFにして、バッテリー
を取りはずし、チャ－ジャーをご使用の場合は、チャ－
ジャーをACコンセントから抜いてください。異常な状態の
まま使用すると、火災・感電・故障の原因となります。
修理はお買い上げの販売店、または当社サービスセンターに
ご連絡ください。お客様による修理は、危険ですから、絶対
におやめください

● 異常な音がしたり、煙が出たり、変な臭いがするとき
● 落としたり、ケースを破損したとき
● 内部に水や異物が入ったとき
●　チャ－ジャーのコードが傷んだとき（芯線の露出や断線

など）
● 雷が鳴り出したら、安全のため早めに本体の電源をOFF

にし、チャ－ジャーをご使用の場合は、チャ－ジャーを
ACコンセントから抜いて、ご使用をお控えください。

安全上のご注意

■保守・点検

● お手入れの際は、安全のため必ず本体の電源をOFFにし
て、バッテリーを取りはずし、チャ－ジャーをご使用の
場合は、チャ－ジャーをACコンセントから抜いてくださ
い。

● 水滴が付いたら、乾いた布でふきとってください。汚れ
のひどいときは、水で薄めた中性洗剤をご使用ください。
シンナーやベンジンは使用しないでください。

■安定化電源の使用について

● ＡＣ100Ｖ以外の電圧で使用しないでください。火災・感
電・故障の原因となります。

●   安定化電源を使用するときは、リチウムイオンバッテリー
またはバッテリーケース取り付けてください。取り付け
ないと、やけどの原因となります。

● 安定化電源の電源プラグと他の製品の電源プラグをタコ
足配線しないでください。

● ぬれた手で安定化電源の電源プラグに触れたり、抜き差
ししないでください。感電の原因となります。

● 安定化電源の電源プラグはＡＣコンセントに確実に差し
込んでください。電源プラグの刃に金属などが触れると、
火災・感電・故障の原因となります。

● 安定化電源の電源プラグの刃にほこりが付着したまま使
用しないでください。ショートや過熱により火災・感電・
故障の原因となります。

●   DCケーブルを加工したり、ヒューズホルダーを取り除
いて使用することは、絶対にしないでください。火災・感
電・故障の原因となります。

■シガレットライターケーブルの使用について

● DC12V車専用ですので、大型車などのDC24Vには直接
接続しないでください。火災・感電・故障の原因となり
ます。

● シガレットライターケーブル（PG-3J）を使用するとき
は、リチウムイオンバッテリーまたはバッテリーケース
を取り付けてください。取り付けないとやけどの原因と
なります。

●  大型車などのDC24VからDC-DCコンバーターを介して
接続する場合は、必ず指定のシガレットライターケーブ
ル（PG-3J）を使用してください。サージ電圧により、火
災・感電・故障の原因となります。

● ぬれた手でシガレットライターケーブルに触れないでく
ださい。感電の原因となります。

■チャ－ジャーの取り扱いについて

● チャ－ジャーを抜くときは、コードを引っ張らないでく
ださい。火災・感電・故障の原因となることがあります。
必ずチャ－ジャー本体を持って抜いてください。

● チャ－ジャー本体を熱機具に近付けないでください。火
災・感電・故障の原因となることがあります。
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使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意
●サブバンドは広帯域受信になっていますが、専用バンドに対応した受信機と比べると簡易型になっています。強電界地域では
周波数帯によってはアッテネータ－をONにしてのご使用をお勧めします。また、電波の受信はアンテナが重要です。本機のア
ンテナは144MHz帯、430MHz帯に合わせてあります。より良い状態で受信するためには、周波数に合ったアンテナを工夫し
取り付けて運用することをお勧めします。

●本機は2波同時受信に加え、広帯域受信に対応していますので、周波数構成からクロスビート、内部ビートが多数発生します。
主なクロスビートで受信できない周波数は本書に計算式を表記しています（→p.61）。内部ビートについては、ビートシフト
機能（→p.45）をONにするとビートを移動させることができます。

●ハイパワーで長時間送信すると、放熱のため本機の温度が上昇します。取り扱いには充分ご注意ください。

●他人の通信を聞いて、これを漏らしたり、窃用することは電波法により禁止されています。

●電波の届く距離は地形や環境によって大きく異なります。

●コンクリートの壁や、自動車などの金属物体の周囲では、交信距離が短くなります。

●テレビ、ラジオの近くで使用すると、電波妨害を与えたり、受けたりすることがあります。これらの機器からは離れてお使い
ください。

●安定化電源の近くで送信すると、その電源の出力電圧が異常となり、接続された機器が損傷する場合がありますのでご注意く
ださい。

●安定化電源を使用するときは、12V～16Vの電源電圧の範囲で使用してください。この範囲以外の電圧を加えると、故障の原
因となります（→p.9）。

●外部スピーカー端子、外部マイクロホン端子、外部電源端子のゴムキャップが外れていると、水が入りやすくなりますので、
スピーカーマイクロホンや外部電源を使用するときは、本体との接続部に水滴が付かないようにご注意ください。

●車のシガレットライターから電源をとる場合は、必ずオプションのシガレットライターケーブル（PG-3J）を使用してくださ
い（→p.9）。

●車のバッテリーを充電するときは、電圧異常による本機の破損を避けるためシガレットライターケーブル（PG-3J）を必ず抜
いてから充電してください。

●オプションの各ケーブルを接続する時は、本機および接続する機器の電源を切ってください。

特長特長特長特長特長

●メインバンドはデュアルバンドトランシーバー●メインバンドはデュアルバンドトランシーバー●メインバンドはデュアルバンドトランシーバー●メインバンドはデュアルバンドトランシーバー●メインバンドはデュアルバンドトランシーバー
　　　　　　　　　　&&&&&サブバンドはワイドバンドレシーバーサブバンドはワイドバンドレシーバーサブバンドはワイドバンドレシーバーサブバンドはワイドバンドレシーバーサブバンドはワイドバンドレシーバー

メインAバンドは144/430MHz FMトランシーバー搭載

サブBバンドは0.1～1300MHzのワイドバンドレシーバー（一部の周波数帯を除く）搭載

しかも、6種類の復調モードに対応（FM、WIDE  FM、AM、LSB、USB、CW）

●●●●●22222波同時受信及び同一バンド波同時受信及び同一バンド波同時受信及び同一バンド波同時受信及び同一バンド波同時受信及び同一バンド22222波同時受信機能搭載波同時受信機能搭載波同時受信機能搭載波同時受信機能搭載波同時受信機能搭載
144MHz帯、430MHz帯でそれぞれ同一バンド内２波同時受信が可能

●●●●●1010101010チャンネルのインフォメーションチャンネルを含む豊富なチャンネルのインフォメーションチャンネルを含む豊富なチャンネルのインフォメーションチャンネルを含む豊富なチャンネルのインフォメーションチャンネルを含む豊富なチャンネルのインフォメーションチャンネルを含む豊富な

434434434434434のメモリーチャンネルのメモリーチャンネルのメモリーチャンネルのメモリーチャンネルのメモリーチャンネル
通常メモリー ： 400チャンネル

プログラムスキャンメモリー ： 20チャンネル

プライオリティスキャンメモリー ： 2チャンネル

CALLチャンネル　 ： 2チャンネル

インフォメーションチャンネル ： 10チャンネル

●リチウムイオンバッテリーを標準装備●リチウムイオンバッテリーを標準装備●リチウムイオンバッテリーを標準装備●リチウムイオンバッテリーを標準装備●リチウムイオンバッテリーを標準装備
ハイパワー運用、または長時間運用が可能

●ドットマトリクス●ドットマトリクス●ドットマトリクス●ドットマトリクス●ドットマトリクスLCDLCDLCDLCDLCDとととととマママママルルルルルチチチチチスススススクククククロロロロローーーーールルルルルキキキキキーーーーー（（（（（十十十十十字字字字字キキキキキーーーーー）））））採採採採採用用用用用ででででで
抜群の操作性抜群の操作性抜群の操作性抜群の操作性抜群の操作性
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包装品を確認する

包装品がすべて揃っていることを確認してください。

アンテナ�

リチウムイオンバッテリー�
　PB-42L （7.4V／1550mAh）�

�

�
バッテリー�
チャ－ジャー�

ハンドストラップ�

取扱説明書、ケンウッド全国サービス網�
保証書、JARL入会申込書�

トランシーバー本体�

ベルトフック�

�

¡梱包箱などはアフターサービスを依頼する時などの為、保
管しておくことをお勧めします。

アンテナを取り付ける
付属のアンテナを取り付けます。

1 アンテナの根元を持って、ねじ取り付け穴を本
体のねじ先端に合わせる

_______________________________________________________________

2 アンテナが固定されるまで時計方向（右）に回
　　す

取り外す場合は反時計方向（左）に回します。

　　

1
2

　¡外部アンテナをつなぐ場合は正しく調整された（S WR
1.5以下）アンテナを使用してください

電源を取り付ける
電源にはリチウムイオンバッテリー／アルカリ乾電池／安定化
電源（→p.9 ）／シガレットライター（→p.9 ）が使用できま
す。お買い上げ時はリチウムイオンバッテリーは満充電されて
いませんので、充電してからご使用ください。

リチウムイオンバッテリーを取り付ける

1 バッテリー裏側の凸部と本体裏側のみぞを合わ
せ、「カチッ」と音がするまですべらせる

みぞ� 凸部�

リチウムイオンバッテリーを取り外す

1 本体上面のリリースつまみを矢印の方向に押し
ながらバッテリーを取り外す

　　

リリース�
つまみ�

リチウムイオンバッテリーを充電する
リチウムイオンバッテリーを本体に取り付けてから1 DC IN端子にバッテリーチャ－ジャーのプラグを
差し込む

DC IN端子にプラグを差し込んでからリチウムイオンバッテ
リーを取り付けた場合は、本体の電源を一度ON/OFF して
ください。
_______________________________________________________________

2 バッテリーチャ－ジャーをコンセントに差す

　　

DC IN�
（外部電源端子）�

AC100V

1

2

¡本体の電源をOFFにして充電した場合
充電中は本体上部のLED（A、B両方）がオレ ンジ色に点
灯し、充電が終了するとLEDは消灯します。

¡本体の電源をONにして充電した場合
「バッテリー残量表示」（→p.8）の操作をすると、
充電中は「CHARGING」と表示され、充電が終了すると
「STANDBY」と表示されます。

¡充電時間は約6.5時間です。
¡本体の電源をONにして充電すると、充電時間が多少長く

なります。

¡上記手順通りに操作を行った後、充電されたかどうかバッ
テリーチャ－ジャーのプラグを抜き、「バッテリー残量表
示」（→p.8）で確認してください。

¡充電中は無線機本体が温かくなりますが異常ではありません。
¡充電中は送信しないでください。故障の原因となることが

あります。
¡リチウムイオンバッテリーを取り外す時は、本体とバッテ

リーの接合面が熱くなっている場合がありますのでご注意
ください。

　
包
装
品
を
確
認
す
る
／
電
源
を
取
り
付
け
る
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電源を取り付ける電源を取り付ける電源を取り付ける電源を取り付ける電源を取り付ける

リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーについて
・充放電を繰り返すと、使用できる時間が徐々に短くなり
　ます。
・使用せずに置いておくだけでもわずかながらバッテリー
　の劣化が進みます。
・高温状態で充放電を行ったり、無線機を使用すると寿命
　が短くなります。また、高温状態での保管も劣化の進行
　が早まります。車の中に置きっぱなしにしたり、暖房機
　の上に置いたりしないでください。
・お買い上げ後または長期間保存後は、バッテリー容量が
　低下していることがあります。必ず充電してからご使用
　ください。
・バッテリーを初めて使用する前には、必ず充電を行って
　ください。お買い上げ後または長期間保管後に、バッテ
　リーの容量が低下してしまった場合は、充電／放電サイ
　クルを2、3回繰り返すと通常の充電容量を回復すること
　ができます。

Li-ion CO  充電式電池 

使用済後は 
リサイクルへ 

不要になった電池は、貴重な資源を守るために廃 
棄しないで充電式電池リサイクル協力店へお持ち 
ください。 

乾電池を取り付ける乾電池を取り付ける乾電池を取り付ける乾電池を取り付ける乾電池を取り付ける
乾電池を使用する場合は、オプションのバッテリーケースBT-
13を使用します。

､ の方向を確認してから11111 単3アルカリ乾電池（4本）をバッテリーケース
（BT-13）に入れる

・フックを矢印の方向に押してバッテリーケースのふたを
　開けます。
・乾電池を極性（ 、 の方向）に注意しながら入れます。
・ふたのつめをケースのみぞに合わせて閉めます。

つめ 

フック ふた 

_______________________________________________________________

「リチウムイオンバッテリーを取り付ける」（→p.7）と同様に22222 バッテリーケースを取り付ける

バッテリーケースの取り外し方は「リチウムイオンバッテ
リーを取り外す（→p.7）」と同じです。

¡市販のニカドバッテリーや異なる種類／古い乾電池を使わ
ないでください。

¡長時間使用しない時はバッテリーケースを外してくださ
い。

¡マンガン電池はアルカリ電池より内部抵抗が大きく、送信
出力が下がりますので使用できません。

バッテリー残量表示バッテリー残量表示バッテリー残量表示バッテリー残量表示バッテリー残量表示
バッテリー残量の目安をディスプレイに表示します。アルカリ
乾電池を使用する場合は「バッテリー選択」（→下記）で
「ALKALINE」（アルカリ乾電池）に切り替えてください。

11111 の順に押す

ディスプレイにバッテリー残量が表示されます（非操作バ
ンド側に表示されます）。

　　　

　バッテリー残量の目安 

　　　　　：高 
　　　　　：中 
　　　　　：低 
　　　　　：要充電または乾電池の交換が必要 

、 以外のキーを押すと周波数表示に戻ります。

¡表示が「 」になった場合はできるだけ速やかに充電
（リチウムイオンバッテリーの場合）または電池交換（ア
ルカリ乾電池の場合）をしてください。

¡アルカリ乾電池を使用の時は、表示が「 」でもハ
イパワーでは送信できない場合があります。

バッテリー選択バッテリー選択バッテリー選択バッテリー選択バッテリー選択
使用するバッテリーの種類（リチウムイオンバッテリーまたは
アルカリ乾電池）を選びます。お買い上げ時の設定はリチウム
イオンバッテリーです。

11111 を押す
メニューモードになります。
_______________________________________________________________

22222 または ENC で「BATTERY（デンチ）30」を

選び、 を押す。
バッテリー選択モードになります。

_______________________________________________________________

33333 または ENC で「LITHIUM」または「ALKALINE」

を選ぶ
LITHIUM ：リチウムイオンバッテリ－
ALKALINE ：アルカリ乾電池

を押すと設定を確定せずに、メニューモードに戻ります。

を押すと設定を確定せずに、メニューモードを終了します。
_______________________________________________________________

44444 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。

メニューモードを終了するには を押します。

¡使用する電池の種類を合わせないと、「バッテリー残量表
示」が正しく表示されません。

　
電
源
を
取
り
付
け
る
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電源を取り付ける電源を取り付ける電源を取り付ける電源を取り付ける電源を取り付ける
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安定化電源を接続する安定化電源を接続する安定化電源を接続する安定化電源を接続する安定化電源を接続する
市販の安定化電源を接続する場合は、オプションのDCケーブル
PG-2Wを使用します。

11111 DCケーブル（PG-2W）の赤ラインの入った黒
線を安定化電源のプラスへ、黒線をマイナスへ
つなぐ
_______________________________________________________________

22222 PG-2WのプラグをDC IN端子に差し込む
_______________________________________________________________

33333 安定化電源をコンセントに差す

　　　

DCケーブル 
（PG-2W） 

ヒューズ 

安定化電源 
（DC13.8V/2A以上） 

AC 100V

赤／黒 黒 

DC IN 
（外部電源端子） 

3

2

1

¡安定化電源を接続する時は、必ずPG-2Wを使用してくだ
さい。

¡電圧は12V～16Vの範囲で設定してください。この範囲
外で使用すると故障の原因になります。ハイパワー時（約
5W）に約14.5V以上に設定すると送信出力がローパワー
（約2W）に切り替わります。また、5.5V～12Vでも本機
は動作しますが、リチウムイオンバッテリーは充電されま
せん。

¡リチウムイオンバッテリーを取り付けたまま安定化電源で
電源を供給すると、リチウムイオンバッテリーに充電され
ます。

¡充電時間は約6.5時間です。
¡本体の電源をONにして充電すると、充電時間が多少長く
なります。

¡電源電圧が高くなるほど発熱量が多くなり、温度プロテ
クションが働きやすくなりますので、電圧可変型の安定
化電源をご使用の場合は、12Vに設定することをお勧め
します。

過電圧警告について過電圧警告について過電圧警告について過電圧警告について過電圧警告について
入力電圧が約16.5Vを超えると、「ピーピー」と警告音が鳴
り、ディスプレイに「VOLTAGE ERROR 」と表示されます。す
ぐにDCケーブルを抜いて電源をOFFにしてください。

シガレットライターに接続するシガレットライターに接続するシガレットライターに接続するシガレットライターに接続するシガレットライターに接続する
自動車のシガレットライターに接続する場合は、オプションの
シガレットライターケーブルPG-3Jを使用します。

11111 シガレットライターケーブル（PG-3J）のプラ
グをDC IN端子に差し込む
_______________________________________________________________

22222 車のシガレットライターへPG-3Jを差し込む

ベルトフックを取り付けるベルトフックを取り付けるベルトフックを取り付けるベルトフックを取り付けるベルトフックを取り付ける
必要に応じてベルトフックを取り付けます。ベルトフックはネ
ジ2本にて固定します。

ネジ止め 

ハンドストラップを取り付けるハンドストラップを取り付けるハンドストラップを取り付けるハンドストラップを取り付けるハンドストラップを取り付ける
必要に応じてハンドストラップを取り付けます。

ハンドストラップ先端のひもを本体の穴に通し、そのひも
にハンドストラップのもう一方を通して引っ張ります。

車のシガレット 
ライターへ 

シガレットライター 
ケーブル（PG-3J） 

DC IN 
（外部電源端子） 

1

2

¡リチウムイオンバッテリーを取り付けたままシガレットラ
イターにつないで電源を供給すると、リチウムイオンバ
ッテリーに充電されます。

¡充電時間は約6.5時間です。
¡本体の電源をONにして充電すると、充電時間が多少長く
なります。

¡シガレットライターから電源を取る時は、必ずPG-3Jを
使用してください。

¡車のバッテリーを充電する時は、必ずPG-3Jを抜いてく
ださい。

¡大型車などの24Vから電源を取る時は、DC-DCコンバー
ターを介してPG-3Jをつないでください（下図参照）。

12V24V

DC-DCコンバーター 

12V24V

DC-DCコンバーター 

12V
24V

DC-DCコンバーター 

シガレットライター 
ソケット 

PG-3J

PG-3J

PG­2Wは 
使用不可 

この状態で使用すると火災の原因になります。 
PG-2Wを直接車両のバッテリーやシガレットライター
ソケットに接続して使用することもお止めください。 
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送信出力表示（→p.15）�
復調モード（電波形式）表示（→p.13）�
プライオリティースキャン表示（→p.37）�
FINEモード表示（→p.23）�
VOX表示（→p.50）�
オートマチック�
　シンプレックスチェッカー表示（→p.21）�
キーロック表示（→p.48）�
�
ファンクションモード表示（→p.12）�
メモリーチャンネルロックアウト表示（→p.36）�
ベル表示（→p.49）�
リバース表示（→p.21）�
シフト表示（→p.21）�
　／スプリットチャンネル表示（→p.26）�
DCS 表示（→p.40）�
トーン 表示（→p.19）�
CTCSS 表示（→p.39）�
シグナルメーター（受信時）表示（→p.13）�
　／RFメーター（送信時）表示（→p.15）�

�

各部の名称と機能

トランシーバー本体

ディスプレイ／操作上の表記について

　
各
部
の
名
称
と
機
能

�
電源�
スイッチ�

マルチ�
スクロールキー�
（十字キー）�

ディスプレイ�

ボリュームつまみ�

エンコーダー（同調）�
つまみ�

機能キー�
／10キー（下記）�
／文字入力キー（→p.28）�

SP（外部スピーカー）�
端子�

MIC（外部マイクロホン）�
端子�

DC IN（外部電源）�
端子�

Bバンド�
オンエア－（赤）�
／ビジーランプ（緑）�
／充電中（オレンジ）�

　　　　　　Aバンド�
　　オンエア－（赤）�
／ビジーランプ（緑）�
／充電中（オレンジ）�

バッテリー�
リリースつまみ�

�

PTTスイッチ�

ランプキー�

モニター（MONI）�
／アッテネーター�
（ATT）キー�
�

操作上の表記について
 マルチスクロールキー（十字キー）は
1つのボタンですが押し方によって異な
る機能を持ちます。
本書では以下のように表記します。

：ボタンを右側に倒す
：ボタンを左側に倒す

：ボタンを上側に倒す

：ボタンを下側に倒す

：ボタンを上側または下側に倒す

：ボタンを左側または右側に倒す

また、エンコーダー（同調）つまみは ENC と表

記し、時計方向または反時計方向に回すことを
意味しています。

機能キー／10キー

：LOW ／1／BATT キー ：BAND ／2／MODEキー 　　 ：A/B ／3／DUALキー ：F／A／キーロックキー

：INFO／4／VISUAL キー ：SQL／5／VOX キー 　　 ：BAL／ 6／PRIキー ：VFO ／B／M Vキー

：TONE／ 7／T.SELキー ：REV／8／ SHIFT キー 　　 ：MN⇔f／9／MN.INキー ：MR ／C／M.IN キー

：MHz／ ／L.OUT キー ：FINE／0 ／STEPキー 　　 ：ENT ／＃／ベル キー ：CALL／D／C.IN キー
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電源をON/OFFする
まず初めに電源をONにします。使い終わったらOFFにしてくだ
さい。

ONにする

1 を1秒以上押す

電源がONになり、「HELLO   ! ! 」と約1秒間表示（「パ
ワーオンメッセージ」→p.47）された後、周波数表示にな
ります。

¡「VOLT AGE ER ROR」と表示し「ピーピー」と鳴る（過
電圧警告音）時は、入力電圧が約16.5Vを超えています
（→p.9）。すぐにケーブルを抜いて電源をOF Fしてくだ
さい。

¡パワーオンメッセージが点滅し、何もキー操作ができない
時は、バッテリーの残量がありません。リチウムイオン
バッテリーを使用している場合はすぐに充電してください
（→p.7）。乾電池の場合はすぐに新しいものと交換して
ください（→p.8）。

¡受信中に10秒以上無信号でキー操作をしない状態が続く
と「バッテリーセーブ」（下記）が働き、電池の無駄な消
耗を防ぎます。

OFF にする

1 を1秒以上押す

電源がOFFにな ります。

¡受信中に一定時間無信号でキー操作をしないと、自動的に
電源がOFFになります。（「オートパワーオフ」→p.44）

バッテリーセーブ
無駄な電池の消耗を防ぐため、受信中に無信号で、キー操作を
しない状態が10秒以上続くと、一定の比率で受信回路の電源を
ON/OF Fする機能です。信号が入感するか、キー操作が行われ
るとセーブ動作が解除されます。
電源をOFFしている時間は0～5秒の間で設定できます（「バッ
テリーセーブの時間設定」→p.44）。お買い上げ時の設定は1
秒です。

¡DC IN端子使用時は、バッテリーセーブ機能は動作しませ
ん。

¡S S B 、CWモード（→p.13）に設定している場合は、バッ
テリーセーブ機能は動作しません。

音量を調節する
受信音、操作音の大きさを変えられます。また、受信音はAバ
ンドとB バンドの音量バランスも変えられます。

音の大きさを変える

1 ボリュームツマミを回す

時計方向に回すと大きく、反時計方向に回すと小さくなり
ます。また、音声が聞こえない時（スケルチが閉じてい

る）は、 を押しながらボリュームツマミを回してノイ

ズの大きさを調整します（「モニター機能」→下記）。

¡スケルチのスレッショルドレベル（→p.22）は変更でき
ます。

AバンドとBバンドの音量バランスを変える

1 を押す

表示が切り替わり、「 」が点滅します。

_______________________________________________________________

2 または ENC でバランスを変える

お買い上げ時の設定はAとB 同じ音量（MAX）です。

ディスプレイ�
表示�
�

Aバンド音量�

Bバンド音量�

MAX�

MUTE

MAX�

ATT

MAX�

MAX

ATT�

MAX

MUTE�

MAX

を押すと、設定を変更せずに元の画面に戻ります。
_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡シングルバンドモード（→p.12）の時もバランスを変えられ
ます。この場合は、縦倍角表示は一時的に解除されます。

¡ 、 、 以外のキーを押しても設定されま

す。

モニター機能
スケルチが閉じているときに、強制的にスケルチを開き、音声
を聞く機能です。電波が弱く聞き取りにくいときに便利です。

1 を押す
押している間、操作バンドのスケルチが開きます。

　　　

¡モニター中は操作バンドのビジーランプ（緑）が点灯します。
¡送信中はモニター機能は働きません。

¡スキャン（→p.33）中に を押すと、その時のス

キャン再開条件（→p.33）にかかわらず、その周波数で

停止し、スケルチが開きます。 を離すと、スキャ

ンが再開します。
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源
を
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デュアルバンドモードの時�

操作バンド：Aバンド�

操作バンド：Bバンド�

シングルバンドモードの時�

操作バンド：Aバンド�

操作バンド：Bバンド�

操作バンドを選ぶ
操作するバンドをAバンド（上段）、Bバンド（下段）のどちら
にするかを選びます。お買い上げ時の設定はAバンドです。

1 を押す

押すたびに操作バンドが切り替わります。操作バンドには
「 」が点灯します。

　　　　　　　　

周波数帯を選ぶ
操作バンドの周波数帯を切り替えます。お買い上げ時の設定は
Aバンドが144M Hz帯、Bバンドが430M Hz帯です。

操作バンド（→上記）を選んでから

1 を押す

押すたびに操作バンドの周波数帯が切り替わります。

例：Aバンドの場合

Aバンド（表示上段）：144 ⇔ 430［ MHz］
（交互に切り替わる）

Bバンド（表示下段）：430→ TV­UHF→1200→AM ラジ
オ→HF→50→FM ラジオ→118
→144 →TV­VHF→200［ MHz］
→（430［M Hz］に戻る）

¡  でも 周波数帯が切り替わります。
¡CAL Lモード（→p.14）の時は144MHz帯、430MHz帯

のCAL Lチャンネルが交互に呼び出されます。
¡メモリーチャンネルモード（→p.14）の時は、メモリー

登録されているチャンネルのある周波数帯にのみ切り替え
られます。

¡144、430 MHz帯は、A・B 両バンドに同じ周波数帯を設
定できます。（同一バンド2波受信）

デュアルバンド/シングルバンドを選ぶ
動作させるバンドをデュアルバンドにするか、シングルバンド
にするかを選びます。デュアルバンドでは2つのバンドを同時に
受信できます。シングルバンドでは動作しない方の表示は消
え、音声も出なくなります。お買い上げ時の設定はデュアルバ
ンドです。

1   の順に押す
押すたびにデュアルバンド、シングルバンドが切り替わり
ます。

デュアルバンド�

シングルバンド�

シングルバンドの時には周波数表示が縦倍角になります。

¡送信中は切り替えることはできません。
¡シングルバンドの時でも、バッテリー残量表示、Aバンド

とB バンドの音量バランス、メニューモード（→p.16）、
ステップ設定（→p.22）、トーン周波数の設定（→P.19
）、スケルチの調整（→P.22）の時は、一時的に縦倍角
表示は解除されます。

ファンクションモードについて
キーを押すとファンクションモード（メモリー入力モー

ド）（→p.25）になり、ディスプレイに「 」が表示され、メ
モリーチャンネル番号が点滅します。

この状態から各キーを押すと、各キーに割り付けられた2番目の
機能を動作させることができます。（上記 を押した場合
はデュアルバンド、シングルバンドの切り替えとなります。）

各キーの機能は が押された時のモードによって異なる
場合があります（下表参照）。

バンドを選ぶ

　
バ
ン
ド
を
選
ぶ

ーキ OFV ドーモ ENIF ドーモ RM ドーモ LLAC ド－モ

TTAB ← ← ←

EDOM ← ← ←

LAUD ← ← ←

LAUSIV ← ← ←

XOV ← ← ←

IRP ← ← ←

LES.T ← ← ←

TFIHS ← ← ←

－ － NINM －

PETS PETSENIF － －

－ － TUO.L －

LLEB ← ← ←

－ － M → V M → V

NI.M NI.M NI.M NI.M

NI.C NI.C NI.C NI.C

←点滅
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復調モード（電波形式）を選ぶ
B バンドでは6種類の復調モード（電波形式）が選べます（B バ
ンドのみ）。

周波数を合わせる ［VFOモード］
周波数を自由に変えられるモードです。周波数を合わせるには
3通りの方法があります。

復調モードを選ぶ

1 操作バンドがAバンドのときは を押し、B

バンドを選びます。
_______________________________________________________________

2  の順に押す

押すたびに、復調モードが以下のように切り替わります。

¡AMラジオ～HF帯
　FM→AM→LSB→USB→CW→（FMに戻る）

¡50M Hz～430M Hz帯
　FM→WFM→AM→LSB→USB→CW→（FMに戻る）

¡TV­UHF 、1200M Hz帯
　FM→WFM→AM→（FMに戻る）　

¡AバンドはFMのみで、切り替えることはできません。
¡送信はAバンド、Bバン ドともにFMモードのみです。
¡AMラジオ、HFバンドではWF Mは選べません。
¡FINEモード（→p.23）がONの時は、FMとWFMは選べま

せん。

¡復調モードは周波数帯（→p.15）ごとに設定できます。
¡WF MはFM放送やテレビ放送の音声を聞く時などに使用

します。アマチュア無線の受信などにはFMを使用してく
ださい。

復調モード（電波形式）について
電波形式は周波数や利用目的によって、多数の方式が採用され
ています。本機のB バンド（受信部）には、上記の6種類の電波
形式に対応する復調モードを備えています。それぞれの電波形
式によって復調モードを切り替えてご使用ください。
お買い上げ時には、各周波数帯ごとによく使われている復調
モードがあらかじめプリセットされています。 を押して周
波数帯を選ぶと復調モードも自動的に切り替わります（「送受
信できる周波数帯について」→p.15）。

¡本機のS S B /CW フィルタは簡易型のため、混信に対して
は固定型無線機と比較して弱くなっています。また、反対
側のサイドバンド（US B 対LS B ）でもフィルタの抑圧が
完全ではないため、強力な信号を受信した場合には復調さ
れてしまう場合があります。

上手に同調させるには
LS Bモードは周波数を高い方から低い方へ
US Bモー ドは周波数を低い方から高い方へ
変化させていくと同調しやすくなります。

¡CWモードのフィルタはS S B モードと同じものを使用して
いますので、通過帯域幅もS S B モードと同じで狭くはな
りません。

シグナルメーターについて
本機のシグナルメーターは、FMモード時以外は目安となりま
す。固定型無線機等とは異なる振れ方をする場合があります。

設定されているステップで合わせる

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1 を押す

表示している周波数で受信します。
_______________________________________________________________

2 または ENC を回す

設定されているステップ（→p.22）で周波数が変わります。

¡ または ENC を時計方向に回すと周波数はアップします。

または ENC を反時計方向に回すと周波数はダウンします。

¡ を1秒以上操作すると連続して周波数が変わります。

MHzステップで合わせる［MHzモード］

VFOモードまたはCALLモード（→p.14）を選んでから

1 を押す

MHzモードになり、1MHzの桁が点滅します。

_______________________________________________________________

2 または ENC を回す

1MHzステップで周波数が変わります。

10キーを押すと100 kHz 以下の周波数入力が可能とな
ります（「10キーで入力して合わせる」→p.14）。

_______________________________________________________________

3 を押す

MHzモードが終了します。
、 ENC 、［10キー ］、 、 以外のキーを押し

ても、MHzモードは終了します。

¡CALLモード（→p.14）の時に を押すとMHzモード

になります。この状態で ENC を回すと、CAL Lチャンネル

の周波数がVF Oにコピーされ、そこから周波数が変化し

ます。何も操作せずに再度 を押すとCAL Lチャンネ
ルに戻ります。

¡AMラジオ帯ではMHzモードになりません。
¡FINEモード(→P.23）の時はMHzモードにできません。

　
復
調
モ
ー
ド
（
電
波
形
式
）
を
選
ぶ
／
周
波
数
を
合
わ
せ
る
﹇
Ｖ
Ｆ
Ｏ
モ
ー
ド
﹈



すぐに使う

14

す
ぐ
に
使
う

周波数を合わせる ［VFOモード］

10キーで入力して合わせる

VFOモードまたはCALLモード（右記）を選んでから

1 を押す

10キー 入力モードになります。

_______________________________________________________________

2  ～ 、 、 、 で周波数

を入力する

6桁全部入力すると、周波数が設定されます。

¡10kHz以下の周波数は、設定されているステップ周波数
（→p.22）で補正されることがあります。

¡入力の途中で を押すと途中までの周波数が設定さ
れ、それ以降は強制的に「0」となります。

¡入力の途中で を押すと途中までの周波数が設定さ
れ、それ以降は入力を始める前の周波数が設定されます。

¡入力の途中で  ～ 、 、 、 、

、 以外のキーを操作すると入力前の周波数

に戻り、VF Oモードになります。

¡入力の途中で または ENC を操作すると、入力前の周波

数に戻り、さらに周波数が変更されます。

¡ キーはMHzの桁を確定します。例えば数字を1桁入

力し、 を押すと、1MHz台に入力されます。
¡FINEモード（→p.23）の時は、1kHz台の桁まで入力でき

ます。

433.320MHzに合わせる場合

の順に押します。
（ステップ周波数（→p.22）が 5 / 10/2 0［kHz］の場合）
ステップ周波数が 5/1 0/ 20［kHz］以外の場合は、そのス
テップ周波数に応じた周波数に補正されます。

¡Aバンドでは144MHz帯、430MHz帯以外は入力できませ
ん。入力を行っても144MHz帯、430MHz帯の周波数に
補正されます。

周波数を合わせる
［メモリーチャンネル（MR）モード］

メモリーチャンネル番号順に呼び出す
よく使う周波数はメモリー（→p.25）しておくとすぐに呼び出
せます。

1 を押す

メモリーチャンネル（MR ）モードとなり、前回使ったチャ
ンネルが呼び出されます。

¡メモリーが何も登録されていない時はメモリーモードにな
りません。（「メモリーの登録」→p.25）

_______________________________________________________________

2 または ENC でメモリーチャンネルを選ぶ

呼び出したいメモリーチャンネル番号を表示させます。

または ENC を時計方向に回すとメモリーチャンネル番号

の増加する方向に、 または ENC を反時計方向に回すとメ

モリーチャンネル番号の減少する方向に呼び出されます。

元の周波数表示（VFOモード）に戻るには を押します。

¡10キーでメモリーチャンネル番号を入力して呼び出すこ
ともできます（→p.26）。

CALLチャンネルを呼び出す［CALLモード］
不特定の相手局を呼び出す時はCALLチャ ンネルを使います。

1 を押す

CALLチャンネルが呼び出されます（「C」が点灯）。初期
設定は14 4MHz帯が「145.000」［MHz］、43 0MHz帯が
「433.000」［MHz］です。

もう一度、 を押すと元の周波数に戻ります。

¡CAL Lチャンネル呼び出し時に ENC を回すと、CAL L周波

数がVF OにコピーされてVF Oモードに切り替わり、周波

数が ENC を回した方向に変わります。

¡CALLチャンネルの内容は書き換えることができます（→
p.26 ）。
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送信する送信する送信する送信する送信する
操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

11111 を押し続ける

押している間オンエアーランプが点灯し、送信状態になり
ます（ディスプレイにはRFメーターが表示されます）。

RFメーター 
 ↓ 

 

¡連続して10分送信すると、自動的に受信に戻ります（タ
イムアウトタイマー）。送信を続ける時は、一度 を離
してもう一度押し直してください。

¡ を押しても送信しないようにできます。
（「送信禁止」→p.49）

_______________________________________________________________

送信を終える時は

22222 を離す

受信状態に戻ります。

送信出力を切り替える送信出力を切り替える送信出力を切り替える送信出力を切り替える送信出力を切り替える
操作バンドを選んでから

11111 を順に押す

押すたびに「HHHHH」」」」」（ハイパワー）→「LLLLL」」」」」（ローパワー）→
「ELELELELEL」」」」」（エコノミックローパワー）と切り替わります。

源電部外
H 約 W5 ※1
L 約 W2
LE 約 W5.0

ーリテッバンオイムウチリ
H 約 W5
L 約 W5.0
LE 約 W50.0

池電乾リカルア
スーケーリテッバ（ 31-TB ）時用使

H 約 W5.0
L 約 W3.0
LE 約 W50.0

※1  「温度プロテクションについて」（下記）を参照して
　　　ください。

¡AバンドとBバンドで別々に設定できます。

¡送信中は切り替えられません。
¡周波数帯ごとの送信出力設定はできません。

温度プロテクションについて温度プロテクションについて温度プロテクションについて温度プロテクションについて温度プロテクションについて
外部電源にて本機をハイパワーで運用し、本機の温度が上昇する
と、安全のため温度プロテクション機能が働き、自動的に送信出
力を約0.5Wに下げます。（ディスプレイに「H」が点滅しま
す。）430MHz帯では、周囲の温度により異なりますが、室温で
連続送信する場合、約2～5分でプロテクションが働きます。
温度プロテクションが動作した時は、電源をOFFにするか、また
は受信状態にして、温度が下がるまでお待ちください。
連続でご使用になりたい場合は、ローパワー（約2W）でご使用
ください。
電源電圧が高くなるほど発熱が多くなり、温度プロテクションが
働きやすくなりますので、電圧可変型の安定化電源をご使用の場
合は、12Vに設定することをお勧めします。

送信する送信する送信する送信する送信する
まず初めに、送信しようとする周波数で受信して他局と混信し
ていないことを確認してください。また、近くの相手に送信す
る時は出力を下げてください。送信はFMモードのみです。

送受信できる周波数帯について送受信できる周波数帯について送受信できる周波数帯について送受信できる周波数帯について送受信できる周波数帯について
Aバンドは144MHz帯、430MHz帯の2つの周波数帯で送受信
ができます（復調モードはFMのみです）。
Bバンドは送信が、144MHz帯、430MHz帯の2つの周波数帯
（FMのみ）、受信がAMラジオ帯から1200MHz帯までの11の
周波数帯で、6種類の復調モード（「復調モード（電波形式）に
ついて」→P.13）で行えます。

送受信可能な周波数帯

帯数波周 囲範数波周
（ zHM ）

定設の時げ上い買お

数波周信受
（ zHM ）

数波周信送
（ zHM ）

プッテス
（ zHk ）

調復
ドーモ

Ａ
バ
ン
ド

zHM441 441 ～ 641 541 541 02 MF

zHM034 034 ～ 044 334 334 02 MF

Ｂ
バ
ン
ド

MA オジラ
1.0 ～ 025.0

135.0 －
5

MA
025.0 ～ 017.1 9

FH

017.1 ～ 5.3

5.3 －

1.0
ENIF(
ドーモ
)NO

MA

5.3 ～ 0.4 BSL

0.4 ～ 0.7 MA

0.7 ～ 3.7 BSL

3.7 ～ 1.01 MA

1.01 ～ 51.01 WC

51.01 ～ 0.41 MA

0.41 ～ 53.41 BSU

53.41 ～ 860.81 MA

860.81 ～ 861.81 BSU

861.81 ～ 0.12 MA

0.12 ～ 54.12 BSU

54.12 ～ 98.42 MA

98.42 ～ 99.42 BSU

99.42 ～ 0.82 MA

0.82 ～ 7.92 BSU

zHM05

7.92 ～ 05

15 －

52

MF05 ～ 45 01

45 ～ 67 5

MF オジラ 67 ～ 801 1.67 － 001 MFW

zHM811 801 ～ 731 811 － 52 MA

zHM441

731 ～ 441

541

－ 5

MF441 ～ 641 541 02

641 ～ 471 － 5

FHV-VT 471 ～ 222 57.571 － 05 MFW

002
zHM003&

222 ～ 033
522 － 5.21

MA

633 ～ 514 MF

zHM034

514 ～ 034

334

－ 5.21

MF034 ～ 044 334 02

044 ～ 074 － 5.21

FHU-VT 074 ～ 077 57.574 － 05 MFW

zHM0021
077 ～ 0621

5921 －
5.21

MF
0621 ～ 0031 02

以下の周波数は受信できません

帯数波周 ［囲範数波周 zHM ］
002

zHM003&
352 ～ 552 、 262 ～ 662 、 172 ～ 572 、
083 ～ 283 、 214 ～ 514

zHM0021 018 ～ 438 、 348 ～ 648 、 068 ～ 988 、
898 ～ 109 、 519 ～ 069

　
送
信
す
る
／
温
度
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
／
送
受
信
で
き
る
周
波
数
帯
に
つ
い
て
／
バ
ッ
テ
リ
ー
の
使
用
時
間
に
つ
い
て

バッテリーの使用時間についてバッテリーの使用時間についてバッテリーの使用時間についてバッテリーの使用時間についてバッテリーの使用時間について
送信6秒／受信6秒／待ち受け48秒を繰り返した時の使用時間の
目安です。（単位：時間）

   

帯数波周
［ zHM ］ 池電用使

間時用使

力出信送
H

力出信送
L

力出信送
LE

441

単3形
池電乾リカルア 5 6 8

L24-BP
ンオイムウチリ（
）ーリテッバ　　

5.6 21 61

034

単3形
池電乾リカルア 5 6 8

L24-BP
ンオイムウチリ（
）ーリテッバ　　

6 5.11 5.41



16

使いこなす

使
い
こ
な
す

メニュー表示言語の切り替え
メニューの表示言語を「ENGLISH」 （英語）、「JAPANESE」
（日本語）に切り替えることができます。お買い上げ時の設定
は「ENGLISH」（英語）です。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「LANGUAGE（LANGUAGE

）27」を表示させる

_______________________________________________________________

3 または を押す

表示言語設定モードになります。

_______________________________________________________________

4 または ENC でENGLISH/JAPANESE

（ENGLISH/JAPANESE）を選ぶ

_______________________________________________________________

5 または を押す

選んだ表示言語を設定し、メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

メニューモード
いろいろな機能をメニュー形式で設定するモードです。自分の好みに合うように設定したり変更したりできます。

設定する

1 を押す
メニューモードになります。

　
本書ではディスプレイの点滅を「  」で表現しています。
_______________________________________________________________

2 または ENC で設定したいメニューを表示させる

例：「VOX GAIN 21」を 選んだ場合。
_______________________________________________________________

3 または を押す
機能の設定モードになります。

_______________________________________________________________

4 または ENC で機能の設定値を変更する

詳しい設定方法は各機能のページを参照してください。
_______________________________________________________________

5 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡上記の各機能の時に を押すと1つ前の画面に戻りま

す。また、操作4の後に を押すと、変更した設定値
は破棄され、操作2の状態に戻ります。

¡メニューモード中でも 、 は動作します。この

操作によりメニューモードが終了することはありません。

¡操作の途中で を押すと、変更中の設定を確定せずにメ

ニューモードが終了します。

¡¡¡¡¡スキャン（→p.33）中に を押すとスキャンは解除されます。
ただし、ビジュアルスキャン（→p.38 ）は解除されません。

　
メ
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド

←点滅
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メニューモード

メニュー 一覧表

示表語英 示表語本日 容内 照参
ジーペ

1EMUSERNACS イカイサ　ンャキス 1 更変の法方開再ンャキス 33

2KNILPRG.M ウゴツケプールグ 2 合結のプールグーリモメ 03

3DOHTEMRM ウホウホシダビヨ 3 定設の法方し出び呼ーリモメ 13

4OFVGORP ムラグロプ 4OFV ルブマラグロプ OFV 42

5TESFFOOTUA トフシターピレトーオ 5 トッセフオーターピレクッチマトーオ 81

6TESFFO トッセフオ 6 定設の）数波周（幅トッセフオ 12

7ELBANEENUT ーダーコンエ 7 除解クッローダーコンエの時クッローキ 84

8TIBIHNIXT シンキンシウソ 8 の止禁信送 FFO/NO 94

9KCAJCIM/PS シンタブイガ 9 定設のクッャジクイマーカーピス 65

01EROTSFMTD FMTD クロウト 01 FMTD 録登のーリモメ 14

11DPSFMTD FMTD 　　　ドーピス 11 FMTD 定設のドーピス出送ーリモメ 24

21DLOHFMTD TD ジホンシウソ 21 FMTD 定設の持保信送 34

31ESUAPFMTD TD ムイタズーポ 31 FMTD 定設の間時ズーポの中ーリモメ 34

41KCOLFMTD FMTD クッローキ 41 FMTD の時信送 61 クッローキ 34

51GSMNO-RWP ジーセッメ 51 定設のジーセッメンオーワパ 74

61TSARTNOC トスラトンコ 61 DCL 定設のトスラトンコ 74

71REVASTAB ブ－セ 71 定設の間時ブーセーリテッバ 44

81OPA フオーワパトーオ 81 定設の間時フオーワパトーオ 44

91PEEBYEK プービ 91 の音プービ FFO/NO 84

02YSUBnoXOV ョギイセージビ 02 XOV 定設の信送中ージビの時 15

12NIAGXOV XOV ドンカ 12 XOV 定設のンイゲ 05

22YALEDXOV XOV ジホンシウソ 22 XOV 定設のムイタイレィデ 15

32YEKLLAC 32YEKLLAC LLAC 定設のーキ 02

42DLOH0571 42DLOH0571 zH0571 定設の持保信送の後出送ンート 02

52TFIHSTAEB トフシトービ 52 のトフシトービ FFO/NO 54

62TNARAB ナテンアーバ 62 定設のナテンアーバ 64

72EGAUGNAL EGAUGNAL 72 定設の語言示表ーュニメ 61

82TEKCAP トッケパ 82 部外 CNT え替り切のドーピストッケパの 75

WORRANMF 92 MF ーロナ　 92 MF のーロナのでドーモ FFO/NO 54

03YRETTAB チンデ 03 定設の類種のーリテッバるす用使 8

13?TESER ？トッセリ 13 択選のトッセリ 25

　
メ
ニ
ュ
ー
モ
ー
ド
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レピーター
430MH z帯では遠く離れた局と交信できるように、ビルの屋上や山の上などの見通しの良い場所にレピーター（自動中継局）が設置されて
います。レピーターを使うと、送信出力が低くても遠くの相手と交信できます。
レピータを使う時は各機能を以下のように設定してください。

送信する

オートマチックレピーターオフセットONの場合

1 または ENC でレピーターの周波数に合わせる

または、10キー 入力（→p.14）で 439.000～439.995
MHzの範囲内に合わせると自動的に「－」（マイナス）シ
フト、トーンONになります。

¡トーン周波数（→p.19）が88.5Hz、オフセット幅（→
p.21）が5MHzになっていることを確認してください。

 ¡ を押し続けると連続して周波数が変わります。
_______________________________________________________________

2 を押す

レピーターを使って送信します。

オートマチックレピーターオフセットを
OFFにする
オートマチックレピーターオフセット機能を使用しない時は、
「OFF 」に設定します。

1 を押す
メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「AUTO OFFSET（オート

レピータシフト）5」を選び、 または

を押す
オートマチックレピーターオフセット設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「OFF」を選ぶ

オートマチックレピーターオフセットを使用する場合は、
「ON」を選びます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

名能機 値定設 ジーペ照参

ンート NO
は定設の時げ上い買お（ FFO ） 91

数波周ンート zH5.88
）定設の時げ上い買お（ 91

トフシ －
は定設の時げ上い買お（ FFO ） 12

幅トッセフオ zHM034 ：帯 zHM5
）定設の時げ上い買お（　　　 12

送信�
434.920MHz

レピーター�

　　　受信�
439.920MHz

受信�
439.920MHz

　　　送信�
434.920MHz

オートマチックレピーターオフセット
レピーターの周波数に合わせると自動的にシフト（→p.21）と
トーン（→p .1 9 ）を切り替えます。お買い上げ時の設定は
「ON」です。

以下の周波数に合わせると自動的に「－」（マイナス）シフ
ト、トーンONになります。

数波周 000.934 ～ zHM599.934

数波周ンート zH5.88

トフシ －　　　 ）スナイマ（

幅トッセフオ zHM5

¡CT CS S （→p.39）、DCS （→p.40）を設定していても
オートマチックレピーターオフセットが優先されます。

¡周波数を10キーで入力した時もオートマチックレピータ
ーオフセットは動作します。

¡リバース（→p.21）がONの場合は動作しません。

¡FMモード以外の場合は、シフトは設定されますが、トー
ンは設定されません。

　
レ
ピ
ー
タ
ー
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レピーター

トーンのON/OF F
FMモードに設定してから

1 を押して「 」を表示させる

押すたびに下記のように表示が切り替わります。

「  」（表示なし＝OF F ）→「 」→「CT」→「DCS」→
（OFFに戻る）

¡トーンはFMモードの時のみ設定できます。
¡トーンがONの時に、FMモード以外に設定した場合は、

トーンは一時的にOF Fになり、FMモードに戻すとトーン
はONになります。

¡トーン機能とCT CS S 機能（→p.39）およびDCS 機能（→
p.40）は同時にONすることはできません。

¡トーン機能は周波数帯ごとに設定できます。また、VF O
、MR、CAL L、インフォメーション（→p.32）はそれぞ
れ個別に設定できます。

¡MR 、CAL L、インフォメーションモードの時にトーン機
能をON/ OFFすると一時的な変更となります。それぞれの
チャンネルに書き込みをしない限り、次回呼び出したとき
には元の状態になります。

トーン周波数の設定
トーン周波数は42種類の中から設定できます。お買い上げ時の
設定は88.5Hz です。

を押して「 」を表示させてから

1   の順に押す

トーン周波数設定モードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で周波数を選ぶ

例：100Hzを選 んだ場合
設定可能なトーン周波数

トーン
送信信号にトーン周波数を付加します（FMモードのみ）。レピーターを使う時はトーン周波数を88. 5Hzにしてください。

　
レ
ピ
ー
タ
ー

.oN ［数波周 zH ］ .oN ［数波周 zH ］ .oN ［数波周 zH ］

1 0.76 51 2.701 92 8.371
2 3.96 61 9.011 03 9.971
3 9.17 71 8.411 13 2.681
4 4.47 81 8.811 23 8.291
5 0.77 91 0.321 33 5.302
6 7.97 02 3.721 43 5.602
7 5.28 12 8.131 53 7.012
8 4.58 22 5.631 63 1.812
9 5.88 32 3.141 73 7.522
01 5.19 42 2.641 83 1.922
11 8.49 52 4.151 93 6.332
21 4.79 62 7.651 04 8.142
31 0.001 72 2.261 14 3.052
41 5.301 82 9.761 24 1.452

_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡トーン機能がOFFの時は、トーン周波数の設定はできませ
ん。

トーン周波数スキャン
受信信号の中に含まれるトーン周波数をチェックし、設定する
機能です。

を押して「 」を表示させてから

1 を押し、 を1秒以上押す

トーン周波数スキャンを開始します。

トーン周波数を検出すると、スキャンが停止し周波数が点
滅します。

例：254.1Hzを検出した場合

または ENC でスキャンを再開します。
を押すとスキャンを終了します。

_______________________________________________________________

周波数を検出した後、トーン周波数に設定する時は

2 または を押す

周波数を設定し、トーンがONになります。
を押すと設定されません。

　¡ビジーでない時（スケルチが閉じている時）はスキャン
を行いません。

¡トーン周波数スキャン中は受信音声が出力されます。ま
た、非操作バンド側の音声も出力されます。

¡トーン周波数を検出してスキャンが一時停止すると、その
後ビジーでなくなってもスキャンは再開せずトーン周波数
が点滅したままになります。スキャンを再開させる場合

は、 を押すか ENC を回します。
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1750Hzトーン送出
キーを押すことで1750Hzトー ン周波数を送出する機能で

す。

1750Hz送出のCALL キーへの割り当て
CALLキ ーに1750Hz 送出を割り当てます。お買い上げ時の設定
は「CALL」（CALLチャ ンネル呼び出し）です。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「CALL  KEY（CALL  KEY）

23」を選び、 または を押す

1750Hz トーン送出キー割り当て設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「1750Hz」を選ぶ

CALLチャンネル呼び出しにする場合は「CALL」を選びま
す。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

送信するには

上記設定を行ったあと

1 を押す

自動的に送信状態になり、1 7 5 0 Hz トーンが送出されま
す。

を離すと送信が終了します。

¡通常のご使用時は、お買い上げ時の設定でお使いくださ
い。

レピーター

トーン

1750Hzトーン送出後の送信保持
1750Hz トーン送出後、2秒間送信状態を保持します。お買い上
げ時の設定は「OFF」です。

ONにする

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「1750  HOLD（1750  HOLD

）24」を選び、 または を押す

1750Hz トーン送出後の送信保持設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

送信保持をしない場合は「OFF」を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡通常のご使用時は、お買い上げ時の設定でお使いくださ
い。

　
レ
ピ
ー
タ
ー
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シフト
送信周波数を受信周波数に対してオフセット幅分シフトしま
す。レピーターを使う時は「－」（マイナス）シフトにしてく
ださい。お買い上げ時の設定は「OFF」で す。

シフト方向の設定

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1   の順に押す

押すたびに＋シフト（「 」が点灯）→－シフト（「　�」が
点灯）→シフトOFF（「 」、「　�」共に消灯）と切り替わ
ります。

¡スプリットチャンネル（→P.25）呼び出し時は切り替え
られません。

¡シフトして送信周波数が送信可能範囲外になる場合は、送
信できません。

オフセット幅の設定
オフセット幅を50k Hzステップで0～59.95MHzに設定できま
す。お買い上げ時の設定は14 4MHz帯が0.6MHz、43 0MH z帯
が5.0MHzです。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「OFFSET（オフセット）6」

を選び、 または を押す

オフセット幅の設定モードになります。

例：430M Hz帯を選んでいる場合
_______________________________________________________________

3 または ENC でオフセット幅を選ぶ

0～59.95［ MHz］の間を50［kHz］ステップで選べます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡オフセット幅は周波数帯ごとに設定できます。
¡オフセット幅はVF O、MR、CAL L、インフォメーション

にそれぞれ設定できます。
¡オフセット幅を変更すると、オートマチックレピーター

オフセットも変更されたオフセット幅でシフトします。

リバース
送信と受信の信号を反転して直接相手の送信信号を受信し、レ
ピーターを使わずに交信できるかどうかを確認します。

ONにする

1 を押す

押すたびにON/ OFFが切 り替わります。
ONの時は「R」が点灯します。

¡受信周波数が受信可能範囲外になる時は動作しません。

¡リバースONで を押して送信周波数が送信可能範囲外
になる時は、送信できません。

¡送信中はリバース機能のON/O FFはできません。
¡リバース機能がONの場合は、オートマチックレピーター

オフセットは動作しません。

¡直接交信ができる時は、レピーターを使わずに空いている
周波数で交信することをお勧めします。

¡シンプレックスの時もリバースをONに設定できますが、
リバース動作はしません。

ASC（オートマチックシンプレックスチェッカー）
レピーターを使って交信している時、レピーターを使わずに交
信（シンプレックス交信）ができるかどうかを3秒に1回自動的
にチェックします。

ONにする

＋／－シフト、スプリットチャンネル呼び出し時に

1 を1秒以上押す

「 」が点灯します。シンプレックス交信ができる時は
「 」が点滅します。

¡スキャン（→p.33）を行うと、AS Cは解除されます。
¡シフト先の受信周波数が送信範囲外の時は、設定できませ

ん。
¡チェック中の周波数表示は行いません。

¡「 」が点滅している時はシンプレックス交信をするこ
とをお勧めします。

¡AS Cは、 操作バンドのみ動作します。
¡シンプレックスの時もAS CをONに設定できますが、AS C

動作はしません。

OFFにする

1 を押す

「 」が消灯します。
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スケルチの調整
スケルチ（信号のないチャンネルを受信した時に聞こえる雑音
をなくす機能）のスレッショルドレベルを調整します。お買い
上げ時の設定はレベル2です。

スレッショルドレベルを調整する

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1 を押す

ディスプレイの非操作バンド側にスケルチの設定値が表示
されます。

_______________________________________________________________

2 または ENC でレベルを変える

レベルが5に近付く程、雑音は少なくなりますが弱い信号が
受信できなくなります。

　　

�
ディスプレイ表示�

5�

4�

3�

2�

1�

0

タイト�

↑�

│�

│�

↓�

オープン�

タイト�

↑�

↓�

オープン�

オープン�

オープン�

レベル�
FM、WFM、�
AMモード�

USB、LSB、�
CWモード�

_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡キーロック（→p.48）中やスキャン（→p.33）中もスケ
ルチの設定を行うことができます。

¡ 、 、 以外のキーを押しても設定されま

す。

ステップ周波数
VFOモードで周波数を変える時の最小ステップを設定します。お
買い上げ時の設定はAバンドは「20 」［kHz］、Bバンドは「送
受信できる周波数について」（→p.15）を参照してください。

設定する

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1   の順に押す

¡VF Oモード以外の時は設定できません。
¡FINEモ－ド（→p.23）の時に、上記の操作を行うとFINE

ステップ周波数の変更になります。

_______________________________________________________________

2 または ENC でステップ周波数を選ぶ

Aバンド
　「5」「6.25」「10」「12.5」「15」「20」「25」「30」
　「50」「100」［kHz］
Bバンド（AMラジオ～430M Hz帯）
　「5」「6.25」「8.33」（118MHz帯のみ）「9」（AM
　 ラジオのみ）「10」「12.5」「15」「20」「25」「30」
　「50」「100」［kHz］
Bバンド（TV­UHF、1200M Hz帯）
　「10」「12.5」「20」「25」「30」「50」「100」
　［kHz］

の中から選びます。

_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡ステップ周波数は各周波数帯ごとに設定できます。
¡8.33［kHz］ステップとは、25／3［kHz］ステップとい

う意味です。

¡ステップ周波数を変更すると10［kHz］以下の桁が補正
されることがあります。
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FINEモード（Bバンド）
通常のVFOモードよりも細かいステップで受信周波数をアップ
／ダウンできるモードです（B バンドのみ可能な設定です）。

設定する

Bバンド、VFOモード（→p.12、13）を選んでから

1 を押す

［FINE］が点灯し、周波数が100［ Hz］の桁まで表示され
ます。

¡VF Oモード以外の時は設定できません。
¡復調モードがFM、WF Mの時はFINEモードに設定できま

せん。
¡T V­UHF、1200MHz帯はFINEモードに設定できません。

_______________________________________________________________

2 または ENC で周波数を選ぶ

設定されているFINEステップ周波数で周波数をアップ／ダ
ウンできます。

¡FINEモード時のステップは目安です。回路構成上、周波
数の変化が均一でない場合がありますが故障ではありませ
ん。

¡FINEモードの時は復調モードをFM、WF Mに設定できま
せん。

¡FINEモードの時は、VF Oモードのステップ周波数（→
p.22）の設定、MHzモード（→p.13）、MHzスキャン

（→p.34）はできません。
¡FINEモードの時に、VF Oモードからビジュアルスキャン

（→p.38）を行うとFINEモードを終了し、その動作にな
ります。

FINEモードを終了するには

FINEモード中に

1 を押す

FINEモードが終了します。

¡FINEモードをOF Fにした時は、FINEモードの周波数がそ

のまま表示されますが、 または ENC を操作するとVF O

モードのステップ周波数で補正されます。
　 ¡FINEモードで周波数を微調整したあとFINEモードを終了

し、復調モードをFMまたはWF Mに切り替えた時は、FM
またはWF Mのステップ周波数で補正されます。

　

FINEステップ周波数の設定
F INEモードの周波数ステップを変更します。ステップ周波数
は、33 /10 0/50 0/10 00 Hzから選べます。お買い上げ時の設
定は100 Hzです 。

設定する

を押してFINEモードにしてから

1   の順に押す

FINEモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC でステップ周波数を選ぶ

「33」「100」「500」「1000」［Hz］の中から選びます。

_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡FINEステップはバンドごとに設定することはできません。
　 ¡FINEモード時のステップは目安です。回路構成上、周波

数の変化が均一でない場合がありますが故障ではありませ
ん。
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設
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プログラマブルVFO（Aバンド）
VFOの周波数可変範囲を設定します。Aバンドの2つの周波数帯
でそれぞれ個別にMHz単位で設定できます。お買い上げ時の設
定は、144M Hz帯が「144－ 145 」［MHz］、430M Hz帯が
「430－ 439 」［MHz］です。

設定する

Aバンド、VFOモードで設定したい周波数帯を選んでから

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「PROG VFO（プログラム

VFO）4」を選び、 または を押す

下限周波数設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で下限周波数を選ぶ
_______________________________________________________________

4 または を押す

下限周波数が設定され、上限周波数設定モードになりま
す。

_______________________________________________________________

5 または ENC で上限周波数を選ぶ
_______________________________________________________________

6 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡上限周波数と下限周波数を同じに設定した場合、
例えば、「144－144 MHz」に設定した場合の周波数可
変範囲は14 4.000 ～144.995 MHzになります。

　

¡下限周波数は上限周波数を上回ることはできません。また
上限周波数は下限周波数を下回ることはできません。

　 ¡現在のVF O周波数がプログラマブルVF Oの周波数範囲外

になるような設定をした場合、 または ENC を操作する

と、VF O周波数はプログラマブルVF Oの範囲内に補正さ

れ、操作した分（ または ENC を操作した回数）だけ周

波数が変化します。
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メモリー
周波数や機能の設定を434チャンネル登録できます。送信する周波数と受信する周波数が違う時はスプリットチャンネル登録をしてください。

メモリーの登録（シンプレックスチャンネル）

周波数や各機能を1 登録したい状態にする

）スクッレプンシ（目項るれさ録登 ジーペ照参
数波周信受送 21 ～ 51

数波周プッテス信受送 22
トッセフオ 12

のンート FFO/NO 91
数波周ンート 91

SSCTC の FFO/NO 93
SSCTC 数波周 93

SCD の FFO/NO 04
SCD ドーコ 04

態状のトフシ 12
のスーバリ FFO/NO 12

トウアクッロルネンャチーリモメ 63
ドーモ調復 31
ムーネーリモメ 72

ENIF ドーモ 32

_______________________________________________________________

2 を押す

ファンクションモード（メモリー入力モード）になりま
す。
_______________________________________________________________

3 または ENC で登録したいメモリーチャンネ

ル番号を選ぶ

データが登録されていないメモリーチャンネルは「 」が、
登録されているメモリーチャンネルは「 」が点灯します。

¡メモリーチャンネル番号「L0/U0～L9/U9」を選択すると
プログラムスキャンメモリー（→p.34 ）、「Pr1」
「Pr2」はプライオリティースキャンメモリー（→p.37）
「I-1～I-0」はインフォメーションチャンネル（→P.32）
への登録になります。

_______________________________________________________________

4 、 または を押す

登録されました。

¡FINEモードからでも登録できますが、FINEステップ周波
数は登録されません。

メモリーの登録（スプリットチャンネル）
受信と送信で異なる周波数を登録します。

シンプレックスチャンネル登録（左記）で1 受信周波数を登録しておく

スプリットチャンネルの登録は、すでに登録されているメ
モリーチャンネルにのみ登録できます。
_______________________________________________________________

2 を押し、 または ENC で送信周波数を

表示させる

「周波数を合わせる」（→p.13）に従 って合わせます。

¡受信周波数と異なる周波数帯の送信周波数を登録すること
はできません。

¡受信周波数のステップ周波数と、異なるステップ周波数の
送信周波数を登録することはできません。

_______________________________________________________________

3 を押す

ファンクションモード（メモリー入力モード）になりま
す。
_______________________________________________________________

4 または ENC で登録したいメモリーチャンネ

ル番号を選ぶ

すでに登録してあるメモリーチャンネルを選びます。
_______________________________________________________________

5 を押しながら 、 または を押す

登録されました。

¡送信周波数以外の項目（→下表参照）は書き変わりませ
ん。ただし、シフトとリバースは自動的にOF Fになりま
す。

¡FINEモードからでも登録できますが、FINEステップは登
録されません。

）トッリプス（目項るれさ録登 ジーペ照参
数波周用専信受 21 ～ 51
数波周用専信送 21 ～ 51

数波周プッテス信受送 22
のンート FFO/NO 91

数波周ンート 91
SSCTC の FFO/NO 93
SSCTC 数波周 93

SCD の FFO/NO 04
SCD ドーコ 04

トウアクッロルネンャチーリモメ 63
ドーモ調復 31
ムーネーリモメ 72

ENIF ドーモ 32
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メモリー

メモリーチャンネルの呼び出し［MR モード］
メモリーチャンネルを呼び出すには、順番に呼び出す（→
p.14）方法と10キーでメモリーチャンネル番号を入力する方法
があります。

10キーでメモリーチャンネル番号を入力して
呼び出す

1 を押す

MR モードとなり、前回使ったメモリーチャンネルが呼び出
されます。

_______________________________________________________________

2 を押す

メモリーチャンネル番号入力モードになります。

_______________________________________________________________

3  ～ でメモリーチャンネル番号（3

桁）を入力する

入力した番号のメモリーチャンネルが呼び出されます。
メモリーチャンネル番号が2 桁以下の時は、番号の後に

を押してください。

シンプレックスチャンネル登録のチャンネルを呼び出した場合

スプリットチャンネル登録のチャンネルを呼び出した場合

¡スプリットチャンネルを呼び出した場合はディスプレイに
「 」「　�」が表示されます。

¡メモリーネーム（→p.27）が登録されているチャンネル

では を押すたびにメモリーネーム表示と周波数表示
が切り替わります（「メモリーネーム表示切り替え」→
p.29 ）。

¡プログラムスキャンメモリー（→p.34）、プライオリ
ティースキャンメモリー（→p.37）、インフォメーショ
ンチャンネル（→p.32）として登録したチャンネルは10
キーでメモリーチャンネル番号を入力して呼び出すことは
できません。

¡MR モードでインフォメーションチャンネルを呼び出すこ
とはできません。

　
メ
モ
リ
ー

CALLチャンネル登録（シンプレックス）
C AL L チャンネルに周波数や機能の設定を登録します。よく使
う周波数などを登録しておくと便利です。

周波数や機能などの1 登録したい状態を表示させる

「メモリーの登録」と同様に各機能を設定しておきます。
_______________________________________________________________

2   の順に押す

登録されました。

¡144MHz帯、430MHz帯に1つずつ登録できます。
¡FINEモードからでも登録できますが、FINEステップは登

録されません。
¡登録できる項目は「メモリーの登録（シンプレックス）」

（→p.25）を参照してください。

CALL チャンネル登録（スプリット）
CALLチャ ンネルに送信と受信で異なる周波数を登録します。

1 CALLチャンネル登録（シンプレックス）で受信
周波数を登録する

上記の手順に従って登録します。
_______________________________________________________________

CALLチャンネル（スプリット）に2 登録したい送信周波数を表示させる

¡受信周波数と異なる周波数帯の送信周波数を登録すること
はできません。

¡受信周波数のステップ周波数と、異なるステップ周波数の
送信周波数を登録することはできません。

_______________________________________________________________

3 を押す
_______________________________________________________________

4 を押しながら を押す

登録されました。周波数表示に戻ります。

¡送信周波数以外の項目（→p.25）は書き変わりません。
ただし、シフトとリバースは自動的にOF Fになります。

¡144MHz帯、430MHz帯に1つずつ登録できます。
¡FINEモードからでも登録できますが、FINEステップは登

録されません。
¡登録できる項目は「メモリーの登録（スプリット）」

（→p.25）を参照してください。
¡スプリット登録されたCAL Lチャンネルを呼び出すと、

ディスプレイに「 」「　�」が表示されます。
（下図参照）
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メモリー

メモリークリア
使わなくなったメモリーチャンネルを消去します。

1 を押す

MR モードとなり、前回使ったメモリーチャンネルが表示さ
れます。
書き替えたインフォメーションチャンネル（→p.32）をク
リアしたい時（お買い上げ時の設定に戻したい時）は、

を押します。
_______________________________________________________________

2 ENC または10キー入力でクリアしたいチャンネ

ルを表示させる

_______________________________________________________________

3 を1秒以上押して電源をOFFにする

_______________________________________________________________

4 を押しながら を1秒以上押して電源を
ONにする

_______________________________________________________________

クリアする時は

5 、 または を押す

クリアされました。
クリアせずに終了する時は 、 、 以外のキーを
押します。

¡全部のメモリーチャンネルをクリアする時はFULL リセッ
ト（→p.52）をしてください。

¡メモリークリアを行うと、メモリーネーム（→右記）も
消去されます。

メモリーネームの登録
メモリーチャンネルに名前をつけられます。呼び出す時などに
便利です。

を押し、 または ENC で

1 登録したいメモリーチャンネルを表示させる

_______________________________________________________________

2   の順に押す

メモリーネーム設定モードになります。

_______________________________________________________________

3  ～ 、 または 、 ENC でメモリ

ーネームを入力する

「文字入力のしかた」（→p.28）に従って8文字まで入力で
きます。

_______________________________________________________________

カーソルがブランク（「 」）の所または一番右（8桁目）
にあるときに

4 を押す

登録されました。
を押すとカーソルの位置にかかわらず文字を登録し、メ

モリーネーム設定モードを終了します。

¡メモリーネームを設定すると、表示はメモリーネームのみ
となります。周波数表示に戻したい場合は、「メモリー
ネームの表示切り替え」（→P.29）を参照してくださ
い。

¡メモリーネームはメモリーの400チャンネルとプログラム
スキャンメモリー（→P.34）、プライオリティースキャ
ンメモリー（→p.37）、インフォメーションチャンネル
（→P.32）に設定できます。

¡CALLチャンネルにはメモリーネームを登録することはで
きません。

　
メ
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ー
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十字キー／エンコーダーで文字を選択し
て入力する

1 または ENC で入力したい文字を表示させる

入力できる文字／記号

を押す、または ENC を回すと以下のように入力できる文字／
記号が変わります。

※　　は　  または　   でのみ選べます。
� ��

ENC

A B C D E F G H I J K L M O P Q R S T U W X Y Z［ ￥ ］　 ＿  　

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z｛ ｜ ｝ 　 。「  」 、

・ ヲ ァ ィ ゥ ェ ォ ャ ュ ョ ッ ―  アイウエオカキクケコサシスセ

ソタチツテトナニヌネノハヒフヘホマミムメモヤユヨラリルレロワ

ヲン   ゛ ゜(ｽﾍﾟｰｽ) ！ ”♯ ＄ ％ ＆ ’（  ）＊ ＋  ，－  ．／  1 2 3 

4 5 6 7 8 9 0：；〈 ＝ 〉？ @

＾�｀�
̃

_______________________________________________________________

2 を押す

文字／記号が入力されました。

消去するには

消去したい文字にカーソルを移動して

1 を押す

¡ を押しながら ENC を操作すると各文字種別（アル
ファベット大文字、小文字、記号、カタカナ）の先頭の文
字が選べます。

メモリー

　
メ
モ
リ
ー

文字入力のしかた
メモリーネームやパワーオンメッセージ（→p.47）など、文字を入力するには11キー（10キー ～ と ）で携帯電話のように入
力する方法と、十字キーまたはエンコーダーで順送りして選択し入力する方法があります。

11キーで文字を入力する

1  ～ 、 で文字を入力する

各キーを押すたびに入力できる文字が変わります。
同じキーに割り当てられている文字を続けて入力する場合
は でカーソルを次に移動（ で前に戻る）してか
ら次の文字を入力します。

を押すと英数入力（「カナ」消灯）とカタカナ入力
（「カナ」点灯）が切り替わります。

入力できる文字／記号

下表の文字／記号が入力できます。

消去するには

消去したい文字にカーソルを移動して

1 を押す

英数入力 カタカナ入力�

ア イ ウ エ オ ァ ィ ゥ ェ ォ�

カ キ ク ケ コ�

サ シ ス セ ソ�

タ チ ツ テ ト ッ�

ナ ニ ヌ ネ ノ�

ハ ヒ フ ヘ ホ�

マ ミ ム メ モ�

ヤ ユ ヨ ャ ュ ョ�

ラ リ ル レ ロ�

（ｽﾍﾟｰｽ）ワ ヲ ン ゛゜―�

？！ 。 、 ／ ＆ ♯「 」（  ）�

〈 〉； ： 〟@

q z 1 Q Z �

a b c 2 A B C �

d e f 3 D E F �

g h i 4 G H I �

j k l 5 J K L �

m n o 6 M N O�

p r s 7 P R S �

t u v 8 T U V �

w x y 9 W X Y �

（ｽﾍﾟｰｽ）0�

？！ ʼ．，―  ／ ＆ ♯（  ）〈 〉
；： 〟@

モード�
キー�
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メモリーネームの表示切り替え
メモリーモード時の表示を、「メモリーネーム」と「周波数」
表示から選べます。

1 を押す

MR モードになり、前回使ったメモリーチャンネルが呼び出
されます。

_______________________________________________________________

2 を押す

押すたびにメモリーネームと周波数表示が切り替わりま
す。

¡VF O、CAL Lモードでは表示の切り替えはできません。
　

¡シングルバンドの時は、メモリーネームも倍角で表示さ
れます。

メモリーグループ
400チャ ンネルのメモリーチャンネルは50チャ ンネルずつ、8
つのグループ（メモリーグループ）に分かれています。グルー
プごとのスキャンや結合してスキャンすることができます。

メモリーグループの構成は以下の通りとなります。

号番プールグ ルネンャチーリモメ

０プールグ 0～ 94

１プールグ 05 ～ 99

２プールグ 001 ～ 941

３プールグ 051 ～ 991

４プールグ 002 ～ 942

５プールグ 052 ～ 992

６プールグ 003 ～ 943

７プールグ 053 ～ 993

¡1グループのメモリーチャンネル数は変更できません。
¡プログラムスキャンメモリー（→p.34）、プライオリ

ティースキャンメモリー（→p.37）、インフォメーショ
ンチャンネル（→p.32）はメモリーグループに割り当て
できません。

メモリーグループの先頭チャンネル呼び出し
各メモリーグループに登録されている先頭のメモリーチャンネ
ルを呼び出します。

1 を押す

MR モードになり、前回使ったメモリーチャンネルが呼び出
されます。
_______________________________________________________________

2 を押ながら ENC を回す

時計方向に回すとメモリーチャンネル番号が増加する方向
に、反時計方向に回すとメモリーチャンネル番号が減少す
る方向にメモリーグループの先頭チャンネルが呼び出され
ます。

メモリーグループの先頭番号チャンネル呼び出し例
（各グループに以下のようなメモリーチャンネルが登録さ
　れている場合）

プールグ 0 1 2 01 51 03 54

プールグ 1 05 16 56 87 89

プールグ 2 301 111 321

プールグ 3 251 661

プールグ 4 222

プールグ 5 062 082

　  ↑
　　　　　この部分（各グループの先頭チャンネル）が
　　　　　呼び出されます。

　
メ
モ
リ
ー
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メモリーグループのリンク
複数のグループをリンク（結合）し、メモリーグループスキャン
（→p.36）を行う時に、1つのグループのように扱う機能です。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「M.GRP LINK（グループ  ケツ

ゴウ）2」を選び、 または を押す
メモリーグループのリンク設定モードになり、現在のリン
ク状況が表示されます。リンクされていないグループ番号
はFR EEの側に、リンクされているグループ番号はL INK の
側に表示されます。

　　　　例：何もリンクされていない場合
_______________________________________________________________

3 でリンクしたいグループの番号にカーソル

を移動させる

_______________________________________________________________

4 または ENC でFREE／LINKを選ぶ

カーソル位置のグループ番号が「FREE」と「LINK」の間
を点滅しながら移動します。

～ のキーを押してもFR EE /L INKが選べます。
_______________________________________________________________

カーソルを右端に移動したあと

5 を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
を押すとカーソルの位置にかかわらずリンクを設定し、

メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡操作4で を押すとすべてのリンクがクリアされます。

¡プログラムスキャンメモリー（→p.34）、プライオリ
ティースキャンメモリー（→p.37）、インフォメーショ
ンチャンネル（→p.32）はリンクできません。

　
メ
モ
リ
ー

メモリーグループごとのメモリークリア
メモリーグループごとにメモリーを消去します。

1 を押す

MR モードになり、前回使ったメモリーチャンネルが表示さ
れます。
_______________________________________________________________

2 ENC でクリアしたいメモリーグループに含まれ

るメモリーチャンネルを表示させる

_______________________________________________________________

3 を1秒以上押して電源をOFFにする

_______________________________________________________________

4 を押しながら を1秒以上押して電源を
ONにする

_______________________________________________________________

クリアする時は

5 、 または を押す

クリアされました。
クリアせずに終了する時は 、 または 以外の
キーを押します。

¡全部のメモリーチャンネルをクリアする時はFULLリセッ
ト（→p.52）をしてください。

¡メモリーグループごとのクリアを行うと、メモリーネーム
も消去されます。
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メモリー呼び出し方法の設定
メモリーチャンネルを または ENC で呼び出す時に、「全バン
ド呼び出し」か、「バンド内呼び出し」にするかを選びます。
お買い上げ時の設定は「ALL BANDS 」（全バンド呼び出し）
です。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「MR METHOD（ヨビダシ

　ホウホウ）3」を選び、 または を押す
メモリー呼び出し方法の設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ALL BANDS」または

「CURRENT BAND」を選ぶ

・ALL BANDS（全バンド呼び出し）
　登録されているメモリーチャンネル全てを呼び出しま
　す。
・CURRENT BAND（バンド内呼び出し）
　現在、表示されているバンドのメモリーチャンネルのみ
　を呼び出します。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡メモリーグループスキャン（→p.36）以外のスキャン
（→p.33）動作時は、上記設定に従った動作をします。

¡インフォメーションチャンネル（→p.32）の呼び出しは
上記設定に関係なく、すべて呼び出されます。

¡バンド内呼び出しに設定されている時に、CALLチャンネ
ルからVF OモードまたはMR モードに戻る場合は、CAL L
チャンネルに表示されているバンドに戻ります。
MR モードに戻る時に、そのバンドのメモリーが登録され
ていない場合は、エラーになります。

メモリーシフト
メモリーチャンネルやCALL チャンネルの内容をVFOに移しま
す。

を押し、 または ENC で

1 VFOに移したいメモリーチャンネルを表示させ
る

¡スプリットチャンネルの送信周波数をコピーする時は、リ
バース（→p.21）をONにしてから操作2を行ってくださ
い。

_______________________________________________________________

2   の順に押す

受信周波数、ステップ周波数（→p . 2 2 ）、トーン（→
p.19）のON/OF Fと周波数、オフセット幅（→p.21）、リ
バース（→p.21）のON/ OF F、C T C S S （→p.39）のON/
OF Fと周波数、DCS （→p.40）のON/ OF Fとコード、復調
モード（→p.13）、FINEモード（→p.23）がVFOにコピー
されます。

¡メモリーチャンネルロックアウト（→p.36）、メモリー
ネーム、スプリットチャンネルのオフセット周波数はコ
ピーされません。

¡プログラムスキャンメモリー（→p.34）、プライオリ
ティースキャンメモリー（→P.37）、インフォメーショ
ンチャンネル（→p.32）もメモリーシフトできます。

¡CAL Lモード時は、 ENC を回しても、メモリーシフトされ

ます。

　
メ
モ
リ
ー



使いこなす

32

使
い
こ
な
す

メモリー

インフォメーションチャンネル
AMラジオやテレビの音声の周波数があらかじめプリセットさ
れたメモリーチャンネルです（下表参照）。全部で10チャンネ
ルあります。
インフォメーションチャンネルのデータは書き替えることがで
きます。書き替えの方法は「メモリーの登録」（→p.25）を参
照してください。

1 を押す

インフォメーションモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で呼び出したいチャンネルを選ぶ

「I－1」～「I－0」の中から選びます。
ルネンャチ

号番
数波周

（ zHM ）
調復
ドーモ

ーリモメ
ムーネ 名局

I－1 765.0 MA KHN
ロポッサ

KHN １第
幌札

I－2 495.0 MA KHN
ウョキウト

KHN １第
京東

I－3 216.0 MA KHN
カオクフ

KHN １第
岡福

I－4 666.0 MA KHN
カサオオ

KHN １第
阪大

I－5 927.0 MA KHN
ヤゴナ

KHN １第
屋古名

I－6 198.0 MA KHN
イダンセ

KHN １第
台仙

I－7 170.1 MA KHN
マシロヒ

KHN １第
島広

I－8 057.59 MFW 1-VT ビレテ hc1
声音

I－9 057.101 MFW 2-VT ビレテ hc2
声音

I－0 057.701 MFW 3-VT ビレテ hc3
声音

　

終了するには

操作バンドがAバンドの場合はBバンドを選んでから

1 を押す

VFOモードになります。

メモリーチャンネルに周波数が登録されている場合は
を押してもインフォメーションチャンネルが終了します。
この場合はMR モードになります。

¡インフォメーションチャンネルは現在のバンドと関係なく
呼び出すことができます。

¡インフォメーションチャンネルは現在の操作バンドにかか
わらず、B バンドに呼び出されます。呼び出し後に操作バ
ンドが切り替わることはありません。

¡インフォメーションチャンネルはあらかじめ上記の表の
データが登録されています。

¡インフォメーションチャンネルのデータを書き替えても、
「メモリークリア」（→p.27）を行うとあらかじめプリ
セットされた周波数に戻ります。また、「FULLリセッ
ト」（→p.52）を行うと、すべてのチャンネルがプリ
セットされた周波数に戻ります。

¡インフォメーションチャンネルもメモリーシフト（→
p.31）することができます。

¡インフォメーションチャンネルの呼び出しは、「メモリー
呼び出し方法の設定」（→p.31）にかかわらず、設定さ
れているすべてのチャンネルが呼び出されます。

¡テレビ音声の周波数は「テレビ音声周波数」（→p.61）
を参照してください。
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チャンネル表示モード
ディスプレイの周波数表示をチャンネル表示モードに切り替え
ます。

メモリーが登録されている時

1 を押しながら電源をONにする

操作するたびに、周波数表示とチャンネル表示（「CH」）
が切り替わります。

¡A/ B 両バンドに呼び出し可能な周波数がメモリーチャンネ
ルに1つも登録されていない場合は動作しません。

¡メモリーネームが登録されているチャンネルは［CH］表
示ではなくメモリーネームが表示されます。

¡チャンネル表示モードは「メモリー呼び出し方法の設定」
（→p31）の設定に従って呼び出されます。

¡チャンネル表示モードでは以下の機能のみ操作できます。

能機 ーキ作操

源電 FFO/NO

ーダーコンエ

信送

プンラ

ータニモ

ーキ字十

え替り切力出信送

え替り切ドンバ

え替り切ドンバ作操

ルネンャチンョシーメォフンイ

チルケス

え替り切スンラバ量音

スーバリ FFO/NO

の号番ルネンャチ 01 力入ーキ

ンョシクンァフ FFO/NO

ドーモーリモメ

zH0571 出送ンート
（ LLAC をーキ zH0571 ）合場るいてし定設に

灯点時常プンラ

示表量残ーリテッバ

え替り切ドーモルグンシ／ドーモルアュデ

ルベ FFO/NO

ンャキスルネンャチンョシーメォフンイ

ンャキスプールグーリモメ

クッローキ FFO/NO

ンャキスーリモメ

FMTD 信送ーリモメ

を１秒以上�

を１秒以上�

を１秒以上�

を１秒以上�

送信中に�

ENC
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周波数を自動的に変えて受信できる信号を探し、信号が見つかると受信する機能です。その後、設定されているスキャン再開条件によって
スキャンを再開します。

スキャンの種類
本機には次の9種類のスキャンがあります。

・バンドスキャン（→p.34）
・MHzスキャン（→p.34）
・プログラムスキャン（→p.34）
・メモリースキャン（→p.35）
・メモリーグループスキャン（→p.36）
・CALLスキ ャン（→p.37）
・プライオリティースキャン（→p.37）
・ビジュアルスキャン（→p.38）
・インフォメーションスキャン（→p.38）

各スキャン共通の操作

¡スケルチのスレッショルドレベル（→p.22）が低いとすぐ
　に停止してしまいます。このような時はレベルを上げてくださ
　い。

¡スキャン中はMHzドットが点滅します。ただし、メモリーネー
　ム表示時とチャンネル表示モード時は、MHzドットは点滅せず
　に、スキャン一時停止中にチャンネル番号が点滅します。

¡スキャン中に または ENC を時計方向に回すと、周波数表示は

　アップする方向、チャンネル番号は増加する方向に切り替わり
　ます。

¡スキャン中に または ENC を反時計方向に回すと、周波数表示

　はダウンする方向、チャンネル番号は減少する方向に切り替わ
　ります。

¡スキャン中に を押すと、スキャンは一時停止し、スケル

　チが開きます。 を離すとスキャンを再開します。

¡スキャンを開始するとASC（→p.21）はOFFになります。

¡CTCSS（→p.39）またはDCS（→P.40）がONの時は、
　信号が見つかってスキャンが一時停止した時にCTCSS周波数
　またはDCSコードが一致すると、スケルチが開きます。一致し
　ない時はスキャンを再開します。

¡信号を見つけると、スキャンを一時停止して受信します。その
　後は、選択した再開条件（→右記）に従って、スキャンを再開
　します。

¡スキャン中に電源をON/OFFしてもスキャンは保持されます。

¡一方のバンドで信号を受信している時に、もう一方のバン
ドでスキャンを行うと、受信音にノイズが入ることがあり
ます。

スキャン再開条件の設定
スキャン中に受信できる信号が見つかって一時停止した後、ス
キャンを再開する条件を3種類から選択します。

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「SCAN RESUME （スキャン

  サイカイ）1」を選び、 または を押す
スキャン再開条件設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「TIME」「CARRIER」

「SEEK」を選ぶ

　TIME（タイムオペレート）
　　　：信号を受信するとスキャンが一時停止し、その後信号の有

　  無に かかわらず、5秒後にスキャンを再開します。
　CARRIER（キャリアオペレート）
　　　：信号を受信するとスキャンが一時停止し、その後信号の

　  ない状態が2秒以上続くとスキャンを再開します。
　SEEK（シーク）
　　　：信号を受信するとスキャンを終了し、以後再開しません。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡FINEモード（FM、WFM以外）でスキャン中に信号を受
信してもスキャンは停止しません。

　
ス
キ
ャ
ン
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プログラムスキャン
スキャンの下限周波数と上限周波数をプログラムスキャンメモ
リーとして登録（最大10組まで）すると、その範囲内をスキャ
ンします。

プログラムスキャンメモリーの登録
VFOモードの時

1 または ENC で登録したい下限周波数を表示

させる

_______________________________________________________________

2 を押す

ファンクションモード（メモリー入力モード）になります。
_______________________________________________________________

3 または ENC で下限周波数を登録したいチャ

ンネルを選ぶ

「L0～L9」の中から選びます。データが登録されていない
チャンネルは「 」が、登録されているチャンネルは「 」
が点灯します。

_______________________________________________________________

4 、 または を押す

下限周波数が登録されました。
_______________________________________________________________

5 または ENC で登録したい上限周波数を表示

させる

プログラムスキャンは以下の条件を満たさない場合はバンド
スキャン（→左記）になります。

¡上限、下限の周波数帯が同一であること。
¡｢下限周波数」＜「上限周波数」であること。
¡｢下限周波数」≦「VF Oの周波数」≦「上限周波数」で
　 あること。

_______________________________________________________________

6 を押す

ファンクションモード（メモリー入力モード）になります。

バンドスキャン
プログラマブルV F Oの周波数範囲を設定されているステップ
（→p.24）でスキャンします。

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1 を1秒以上押す

周波数がアップする方向にスキャンを開始します。

¡プログラムスキャンメモリー（→右記）の設定されてい
る周波数範囲内でスキャンを開始するとプログラムスキャ
ン（→右記）になります。

¡FINEモードの時も、バンドスキャンを行うことはできま
す。このときはFINEモードのステップ周波数でスキャン
を行います。

終了するには

または を押します。

また、 、 、 、 を押すとスキャンを終了し
た後、押されたキーの動作になります。

MHzスキャン
表示されている周波数のMHz台の範囲を設定されているステッ
プでスキャンします。

VFOモードの時

1 を1秒以上押す

周波数がアップする方向にスキャンを開始します。

例えば4 33.0 00 ［MHz］でMHzスキャンを開始すると、
433.000～433.980［ MHz］（ステップ周波数20kHzの場
合）の範囲をスキャンします。

¡CAL Lモード、FINEモードの時は、MHzスキャンはでき
ません。

¡MR モードの時に上記操作を行うと、メモリーグループス
キャン（→P.36）になります。

終了するには

または を押します。

また、 、 、 、 （B バンドの時）を押すと
スキャンを終了した後、押されたキーの動作になります。

　
ス
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ン



使いこなす

35

使
い
こ
な
す

スキャン

メモリースキャン
メモリーチャンネルに登録されている全てのチャンネルをス
キャンします。スキャンしたくないチャンネルはスキップする
ことができます（「メモリーチャンネルロックアウト」→
P.36 ）。

周波数帯（→p.12）を選んでから

1 を1秒以上押す

前回使ったチャンネルから、メモリーチャンネル番号が増
加する方向にスキャンを開始します。

¡登録されているメモリーチャンネルが1つ以下の場合はメ
モリースキャンはできません。

¡メモリーチャンネルロックアウト（→p.36）がOF Fのメ
モリーチャンネルが1つ以下の場合はメモリースキャンは
できません。

¡プログラムスキャンメモリー,プライオリティースキャン
メモリー（→p.37）、インフォメーションチャンネル
（→P.32）はメモリースキャンから除外されます。

¡「メモリー呼び出し方法の設定」（→P.31）によって、
現在表示されているバンドのみをスキャンするか、すべて
のバンドをスキャンするかを選べます。

¡すべての復調モードでスキャンは停止します。

終了するには
または を押します。

また、 、 、 、 （B バンドの時）を押すと
スキャンを終了した後、押されたキーの動作になります。

　
ス
キ
ャ
ン

_______________________________________________________________

7 または ENC で上限周波数を登録したいチャン

ネルを選ぶ

下限周波数を「L0」に登録した場合は「U0」を表示させます。

_______________________________________________________________

8 、 または を押す

登録されました。

スキャンする

表示をプログラムスキャンメモリーの範囲内合わせてから

1 を1秒以上押す

プログラムスキャンを開始します。

¡プログラムスキャンの範囲外で操作した時はバンドスキャ
ンになります。

¡複数のプログラムスキャンメモリーが登録されていて、周
波数が重なる場合は、番号の小さいメモリーチャンネルが
優先されます。

¡FINEモードの時も、プログラムスキャンを行うことはで
きます。このときはFINEモードのステップでスキャンを
行います。

終了するには

または を押します。

また、 、 、 、 （B バンドの時）を押すと
スキャンを終了した後、押されたキーの動作になります。
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メモリーチャンネルロックアウト
メモリースキャン、メモリーグループスキャン、インフォメー
ションスキャン（→p.38）の時に、任意のメモリーチャンネル
をスキャンから除外し、スキップする機能です。

スキャンから除外したいメモリーチャンネルまたはインフォ
メーションチャンネルを表示させてから

1   の順に押す

キーを押すたびにON/ OFFが切 り替わります。
ロックアウトを設定したチャンネルには「★」が点灯しま
す。

¡プログラムスキャンメモリー（L0、U0 ～ L9、U9）（→
p.34）、プライオリティースキャンメモリー（Pr1、Pr2
）（→P.37）として登録したチャンネルには設定できま
せん。

¡VF Oモード、CAL Lモードの時は設定できません。
¡A／B両バンドで同じメモリーチャンネルを呼 び出してい

る場合には設定できません。

¡すべてのメモリーチャンネルに個別に設定できます。
¡メモリーチャンネルロックアウトをONにしてもCAL Lス

キャン（→P.37）は行うことができます。
　

　
ス
キ
ャ
ン

メモリーグループスキャン
メモリーチャンネルをグループごとにスキャンします。スキャ
ンしたくないチャンネルはスキップすることができます（「メ
モリーチャンネルロックアウト」→右記）。

を押してMRモードにしてから

1 を1秒以上押す

前回使ったメモリーグループのメモリーチャンネルから、
チャンネル番号が増加する方向にスキャンを開始します。

¡メモリーチャンネルロックアウトされていない登録済のメ
モリーチャンネルが1つ以下の場合は、メモリーグループ
スキャンはできません。

¡メモリーグループ内（リンクされている場合は、そのリン
クされているすべてのメモリーグループ内）でメモリー
チャンネルロックアウトがOF Fのメモリーチャンネルが1
つ以下の場合はメモリーグループスキャンはできません。

¡プログラムスキャンメモリー（→p.34）、プライオリ
ティースキャンメモリー（→P.37）、インフォメーショ
ンチャンネル（→P.32）はメモリーグループスキャンか
ら除外されます。

¡メモリーグループスキャンは「メモリー呼び出し方法の設
定」（→P.31）にかかわらず、すべてのバンドのスキャ
ンを行います。

¡メモリーグループのリンク機能（→P.30）で結合されて
いるメモリーグループ内のメモリーから、メモリーグルー
プスキャンを開始した時は、結合されているすべてのメ
モリーグループ内のメモリーチャンネルをスキャンしま
す。

¡すべての復調モードでスキャンは停止します。

終了するには
または を押します。

また、 、 、 、 （B バンドの時）を押すと
スキャンを終了した後、押されたキーの動作になります。
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プライオリティースキャン
プライオリティーチャンネルに登録された周波数を3 秒に1 回
チェックし、ビジーであればプライオリティーチャンネルを表
示し、その周波数で交信が行える機能です。ビジーでなくな
り、キー操作をしない状態が3秒続くと元の周波数に戻り、プラ
イオリティースキャンを再開します。

「メモリーの登録」（→p.25）の要領で

1 プライオリティーチャンネル（「Pr1」または
「Pr2」）を登録する
_______________________________________________________________

2 または ENC で受信したい周波数を選ぶ
_______________________________________________________________

3   の順に押す

「 」が点灯し、プライオリティースキャンを開始します。

　　　

¡プライオリティーチャンネルがビジーになると、プライオ
リティーチャンネルの周波数表示に切り替わります。この
状態で相手局と交信できます。

¡信号がない状態でキー操作を行わない状態が3秒間続く
と、再びスキャンを始めます。

¡B バンドでプライオリティースキャン中に、ベル機能（→
p.49）を設定した場合は、プライオリティーチャンネル
がビジーになると周波数表示に切り替わりますが、交信は
できません。

終了するには

もう一度、   の順に押します。
プライオリティーチャンネルが表示されている状態（「Pr1
」または「Pr2」点滅中）では、 、 、 、

、 、「キーロック」（ 1秒押し）、「PRI」

（ ）、 以外の操作をすると、プライオリ
ティースキャンは終了します。

¡CT CS S （→p.39）またはDCS （→p.40）機能がONで
トーンまたはDCS コードが不一致の時は、プライオリ
ティーチャンネルがビジーでもスケルチは開きません。

¡プライオリティースキャン中に表示がプライオリティー
チャンネルに切り替わっていない状態では、他の機能（バ
ンドスキャン、ステップ設定、メニューモード）の操作が
できます。

¡プライオリティースキャン中もバッテリーセーブとオート
パワーオフ機能は働きます。

¡プライオリティースキャン中にはビジュアルスキャン（→
p.38）以外のスキャンを同時に行うことができます。

¡プライオリティースキャン中にプライオリティーチャンネ
ル「Pr1」および「Pr2」を消去すると、プライオリティ
ースキャンも同時に終了します。

CALL スキャン
CALLチャンネルとVFOの周波数、またはCALLチャンネルとメ
モリーチャンネルを交互にスキャンする機能です。

1 、 または を押す

：「CALLチャンネル」と「VFOの周波数」をスキャン
　　　　したい時に押します。

：「CALLチャンネル」と「メモリーチャンネル」をス
　　　　キャンしたい時に押します。

を押した場合は または ENC でスキャンしたいメモ

リーチャンネル番号を選びます。

_______________________________________________________________

2 を1秒以上押す

CALLスキャンを開始します。

¡CALLスキャンは キーにCALLチャンネル呼び出しを
設定している場合（→P.20）のみ可能です。

¡CAL LスキャンはメモリーチャンネルロックアウトがON
の時でもスキャンできます。

¡FINEモードの時もCALLスキャンを行うことができます。
¡すべての復調モードでスキャンは停止します。

¡インフォメーションチャンネルに周波数を登録した場合
は、登録したインフォメーションチャンネルとの間で

CALLスキャンが可能です。その場合は操作1で を押

し、 または ENC で周波数を登録したインフォメーショ

ンチャンネルを選びます。

終了するには
または を押します。

また、 、 、 、 （B バンドの時）を押すと
スキャンを終了した後、押されたキーの動作になります。
　

　
ス
キ
ャ
ン
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ビジュアルスキャン
ビジュアルスキャンは、交信中のチャンネルの周辺の使用状況
をチェックする機能です。操作バンドに表示されている周波数
を中心として、その上下の周波数を自動的にスキャンして表示
します。空きチャンネルを捜して移動したり、逆にアクティブ
なチャンネルを捜す時に使用します。

ビジュアルスキャンを行いたい操作バンド、周波数帯（→
P.12）を選んでから

1 または ENC で中心になる周波数を選ぶ
_______________________________________________________________

2   の順に押す

ビジュアルスキャンを開始します。
・ビジュアルスキャンの表示は非操作側に表示されます。
　ビジュアルスキャンを終了すると元の状態に戻ります。
・上下5チャンネルの受信状況を、6段階（0～5）のビジュ
　アルレベルで表示します。

VFOモードでビジュアルスキャンを行った場合

周波数ステップが20�
kHzのとき�43

9.
94
0

43
9.
96
0

43
9.
98
0

43
0.
00
0

43
0.
02
0

43
9.
86
0

43
9.
88
0

43
9.
90
0

43
9.
92
0

中心周波数（439.960�
MHz）にレベル5の�
信号がある�

43
0.
04
0

43
0.
06
0

メモリーチャンネル（MR）モードでビジュアルス
キャンを行った場合

中心周波数�
1ch�
メモリーチャンネル�
0、1、2、3に�
登録されている�
場合�

0 
ch

1 
ch

2 
ch

3 
ch

中心周波数（1ch）�
にレベル5の信号�
がある�メモリーチャンネルの登録が10チャ

ンネル以下の場合は「  」 「  」 が
表示されます。

表示の詳細
ルベレ ０ １ ２ ３ ４ ５

心中
数波周

の他のそ
数波周

中心周波数を移動するには
ENC を回すと中心周波数が移動します。

送信するには

を押すとビジュアルスキャンは一時停止し、中心周波数
で送信します。

音声を受信するには

を押すとビジュアルスキャンは一時停止し、中心周波
数をモニターすることができます（ディスプレイのセン
ターのバーが点滅します）。

終了するには

もう一度、   の順に押します。

¡¡¡¡¡ビジュアルスキャン中は、他のスキャンを動作させるこ
とはできません。

¡¡¡¡¡Aバンドでビジュアルスキャンを行った場合は音声が出ま
すが、B バンドでビジュアルスキャンを行った場合は音声
とS メーター表示は出ません。Bバンドで音声を 聞きたい

場合は、  を押します。

¡¡¡¡¡Aバンドで信号を受信中にB バンドでビジュアルスキャン
を行うと、受信音にノイズが入ることがあります。

¡¡¡¡¡VOX（→p.50）がONの時は、ビジュアルスキャンはでき
ません。

¡プライオリティースキャン中にビジュアルスキャンを行う
とプライオリティースキャンは一時停止します。

¡FINEモード中にビジュアルスキャンを設定するとFINE
モードは終了し、VFOモードでビジュアルスキャンを行い
ます。微調整された周波数は補正され、中心周波数になり
ます。

¡ビジュアルスキャン中は周波数帯の変更もできます。

インフォメーションスキャン
インフォメーションチャンネルに登録された周波数をスキャン
します。

1 を1秒以上押す

インフォメーションスキャンを開始します。

¡メモリーチャンネルロックアウト（→p.36）がONに設定
されているインフォメーションチャンネルは、インフォ
メーションスキャンから除外されます。

¡メモリーチャンネルロックアウトがOFFのメモリーチャン
ネルが1つ以下の場合はインフォメーションスキャンはで
きません。

終了するには
または を押します。

また、 、 、 、 を押すとスキャンを終了し
た後、押されたキーの動作になります。
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CTCSS
CTCSS(Continuous Tone Coded Squelch System)とは、音声信号に CTCSS 周波数を付加して送信し、自局と相手局でCTCSS周波数
が一致した時に、スケルチが開き受信できる機能です。特定の相手局と交信したい時にご利用ください。選択できるCTCSS周波数は下記
の42種類です。

CT CS SのON/OF F
FMモードに設定してから

1 を押して「CT」を表示させる

押すたびに、下記のように表示が切り替わります。
「 」（表示なし＝OFF）→ 「 」→「CT」→「DCS」→
（OF Fに戻る）

¡CTCSSは FMモードの時のみ設定できます。
¡CTCSSがON の時に、FM モード以外に設定した場合は、

CTCSSは一時的に OFF になり、FMモードに戻すとCTC
SSは ONになります。

¡CTCSS 機能とトーン機能およびDCS 機能（→p.40）は同
時にONすることはできません。

¡CTCSS は周波数帯ごとに設定できます。また、VFO、MR 、
CALL 、インフォメーションはそれぞれ個別に設定できます。

¡MR、 CALL 、インフォメーションモードの時にCTCSS
機能をON/OFF すると一時的な変更となります。それぞれ
のチャンネルに書き込みをしない限り、次回呼び出したと
きには元の状態になります。

CT CS S周波数の設定
CT CSS周波 数は42種類 の中から設定できます。お買い上げ時
の設定は88.5Hzです 。

「CT」を表示させてから

1   の順に押す

_______________________________________________________________

2 または ENC で周波数を選ぶ

CT CS S 周波数
.oN ［数波周 zH ］ .oN ［数波周 zH ］ .oN ［数波周 zH ］

1 0.76 51 2.701 92 8.371
2 3.96 61 9.011 03 9.971
3 9.17 71 8.411 13 2.681
4 4.47 81 8.811 23 8.291
5 0.77 91 0.321 33 5.302
6 7.97 02 3.721 43 5.602
7 5.28 12 8.131 53 7.012
8 4.58 22 5.631 63 1.812
9 5.88 32 3.141 73 7.522
01 5.19 42 2.641 83 1.922
11 8.49 52 4.151 93 6.332
21 4.79 62 7.651 04 8.142
31 0.001 72 2.261 14 3.052
41 5.301 82 9.761 24 1.452

_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡CT CS S 機能がOF Fの時は、CT CS S 周波数の設定はでき
ません。

CT CS Sを使って交信する
CT CS S を使って特定の相手局と交信します。レピーターを使用
するときはトーンを設定してください（→P.19）。あらかじめ相
手局と同じCT CS S 周波数を42種類の中から設定しておきます。

を押して「CT」を表示させてから

○受信する場合
受信状態で待機します。
設定されているC T C S S 周波数と一致した信号を受信する
と、スケルチが開き相手の声が聞こえます。

○送信する場合

を押して話します。
CT CS S トーン信号を伴った音声が送信されます。

CT CS S周波数スキャン
受信信号の中に含まれるCT CS S 周波数をチェックし、表示・設
定する機能です。

を押して「CT」を表示させてから

1 を押し を1秒以上押す

スキャンを開始します。

または ENC でスキャン方向を変えられます。

C T C S S 周波数を検出すると、スキャンが停止し周波数が点滅し
ます。

例：100.0Hzを検 出した場合

または ENC でスキャンを再開します。

を押すとスキャンを終了します。
_______________________________________________________________

周波数を検出した後、CTCSS周波数に設定する時は

2 または を押す

周波数を設定し、スキャンが終了します。
を押すと設定されません。

¡ビジーでない時はスキャンを行いません。

¡CT CS S 周波数スキャン中は受信音声が出力されます。ま
た、非操作バンド側の受信音声も出力されます。

¡非操作バンドのCT CS S 機能がONの時、操作バンドと非
操作バンドの両方がビジーになるとCT CS S 周波数スキャ
ンのスピードが遅くなります。

¡トーンを検出してスキャンが一時停止してすると、その後
ビジーでなくなってもスキャンは再開せず、CT CS S 周波
数が点滅したままになります。
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DC Sを使って交信する
DCS を使って特定の相手局と交信します。あらかじめ相手局と
同じDCSコー ドを104種類 の中から設定しておきます。

を押して「DCS」を表示させてから

受信する場合
受信状態で待機します。
設定されているDCS コードと一致した信号を受信すると、
スケルチが開き相手の声が聞こえます。

送信する場合

を押して話します。
送信周波数にDCS コードが自動的に付加されます。

DC Sコードスキャン
受信信号中に含まれるDCS コードをチェックし、表示・設定す
る機能です。

を押して「DCS」を表示させてから

1 を押し、 を1秒以上押す

スキャンを開始します。

または ENC でスキャン方向を変えられます。

DCS コードを検出すると、スキャンが停止し周波数が点滅しま
す。

例：DCSコー ド「754 」を検出した場合

または ENC でスキャンを再開します。

を押すとスキャンを終了します。
_______________________________________________________________

周波数を検出した後、DCSコードに設定する時は

2 または を押す

DCS コードを設定し、スキャンが終了します。
を押すと設定されません。

¡ビジーでない時はスキャンを行いません。
¡DCS 機能がOFFの時はDCS コードスキャンはできません。

¡DCS コードスキャン中は受信音声が出力されます。また
、非操作バンド側の受信音声も出力されます。

¡非操作バンドのDCS 機能がONの時、操作バンドと非操作
バンドの両方がビジーになるとDCS コードスキャンのス
ピードが遅くなります。

¡コードを検出してスキャンが一時停止してすると、その後
ビジーでなくなってもスキャンは再開せず、DCS コード
が点滅したままになります。

DC SのON/OF F
FMモードに設定してから

1 を押して「DCS」を表示させる

押すたびに、下記のように表示が切り替わります。
「 」（表示なし＝OFF）→ 「 」→「CT」→「DCS」→
（OFFに戻 る）

¡DCS はFMモードの時のみ設定できます。
¡DCS がONの時に、FMモード以外に設定した場合は、

DCS は一時的にOF Fになり、FMモードに戻すとDCS は
ONになります。

¡DCS 機能とトーン機能およびCT CS S 機能は同時にONす
ることはできません。

¡DCS 機能は周波数帯ごとに設定できます。また、VF O、
MR 、CAL L、インフォメーションはそれぞれ個別に設定
できます。

¡MR 、CAL L、インフォメーションモードの時にDCS 機能
をON/O FFすると一時的な変更となります。それぞれの
チャンネルに書き込みをしない限り、次回呼び出したとき
には元の状態になります。

DC Sコードの設定
DCS コードは104種類の中から設定できます。お買い上げ時の
設定は「023」で す。

を押して「DCS」を表示させてから

1   の順に押す

DCSコー ド設定モードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC でDCSコードを選ぶ

な能可定設 SCD ドーコ
320 470 561 162 653 264 726
520 411 271 362 463 464 136
620 511 471 562 563 564 236
130 611 502 662 173 664 456
230 221 212 172 114 305 266
630 521 322 472 214 605 466
340 131 522 603 314 615 307
740 231 622 113 324 325 217
150 431 342 513 134 625 327
350 341 442 523 234 235 137
450 541 542 133 544 645 237
560 251 642 233 644 565 437
170 551 152 343 254 606 347
270 651 252 643 454 216 457
370 261 552 153 554 426

_______________________________________________________________

3 または を押す

設定されました。

¡DCS 機能がOFFの時は、DCS コードの設定はできません。

　
Ｄ
Ｃ
Ｓ

DCS
DCS とはDigital Coded S quelch の略称です。あらかじめ相手局と決めておいたDCS コードを音声信号に付加して送信します。相手局の
DCS コードと自局のDCS コードが一致した時に、スケルチが開き受信できる機能です。特定の相手局と交信するときにご利用ください。選
択できるDCSコー ドは下記の104種類 です。
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DTMF
DT MFとはプッシュホンなどから聞こえるピポパ音のことで、DT MF対応の他の無線機へメッセージなどを送出する時に使用します。

手動で送信する

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1 を押しながら16キーを押す

DT MF信号が送出されます。
16キーを押している間は を離しても送信状態が続きます。

16キーによるDTMF周波数
（1つのキーは2つの周波数の組み合わせになっています。）

¡DT MF信号送信中はマイクがミュートされ、スピーカーか
らDT MF信号音が聞こえます。

¡2つ以上のキーが押された時は、最初に押したキーのトー
ンが出力され続けます。

¡ ＋16キーを離した後、2秒間送信状態を保持できます。
（「DT MFの送信保持」→p.43）

¡マイクロホンを接続した時などに本体の16キーをロック
できます（「DT MFの送信ロック」→p.43）

DTMFメモリー
DT MF 信号をメモリーに登録（全部で10チャンネル）しておけ
ば簡単に送信できます。また、名前も付けられます（最大8文
字）。

登録する

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「DTMF STORE（DTMFトウ

ク）10」を選び、 または を押す

DT MFメモリー設定モードになります。

9021 ［ zH ］ 6331 ［ zH ］ 7741 ［ zH ］ 3361 ［ zH ］

796 ［ zH ］

077 ［ zH ］

258 ［ zH ］

149 ［ zH ］

　
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

_______________________________________________________________

3 または ENC で登録したいメモリーチャンネル

番号を選び、 または を押す

_______________________________________________________________

4  ～ 、 または 、 ENC でメモ

リーネームを入力する

「文字入力のしかた」（→p.28）に従って8文字まで入力で
きます。

_______________________________________________________________

カーソルがブランク（｢ ｣）の所または一番右にある時に

5 を押す

を押すとカーソルの位置にかかわらず、操作6に移ります。
_______________________________________________________________

6 16キーでDTMFコードを入力する

16桁ま で入力できます。

または ENC でDTM Fコードを選ぶこともできます。

¡DT MFメモリーにはポーズ（表示は空白）を入力できます。

操作は または ENC で「  」(空白) を選びます。

¡ポーズの時間は変えられます。
（「DT MFメモリー中のポーズ時間の設定」→p.43）

¡ を押すとカーソルの文字が消去されます。
_______________________________________________________________

カーソルがブランク（｢ ｣）の所または一番右にある時に

7 を押す

登録されました。メニューモードに戻ります。
を押すとカーソルの位置にかかわらず入力文字が登録さ

れ、メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。
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DTMF

DTMFメモリー送信

操作バンド、周波数帯（→p.12）を選んでから

1 を押し、送信中に を押す

DT MFメモリーの送出モードになり、前回使ったメモリー
番号とDT MFメモリーネームがAバンド側に、DT MFコード
がB バンド側に表示されます。

_______________________________________________________________

2 を押したまま または ENC で、送信した

いメモリーチャンネルを選択する

10キーでメモリーチャンネル番号を直接入力することもで
きます。
_______________________________________________________________

3 を押したまま または を押す

DT MF 信号が送信されます。 を離してもメモリー送出が
終了するまで送信状態が続きます。

　　　　　　　　　　　　

¡登録されていないメモリーチャンネルを選んで また

は を押した時は、周波数表示に戻ります。

¡送出するスピードを変えられます。
（「DT MFメモリー送出スピードの設定」→右記）

DTMFメモリー送出スピードの設定
DT MFメモリー送出時のスピードを「高速」と「低速」に切り
替えられます。お買い上げ時の設定は「F A S T 」（高速）で
す。

低速にする

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「DTMF SPD（DTMFスピード

）11」を選び、 または を押す

DT MF送信スピード設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「SLOW」を選ぶ

高速にする場合は「FAST」を選びます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

　
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

スクロール
　します。
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DTMFの送信保持
DT MF信号を送信している時、キーから手を話しても2秒間送信
状態を保持する機能です。ONにすると から手を離した状態
で次々とDT MFトーンを出力することができます。お買い上げ
時の設定は「OFF」で す。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「DTMF HOLD（DTソウシンホ

ジ）12」を選び、 または を押す
DT MFの送信保持設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

送信保持をしない場合は「OFF」を選びます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

DTMFメモリー中のポーズ時間の設定
DT MFメモリー中のポーズ時間を設定します。お買い上げ時の
設定は「500」［ ms ］です。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「DTMF PAUSE（DTポーズ

タイム）13」を選び、 または を押す

DT MFポーズ時間設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC でポーズ時間を選ぶ

「100」「250」「500」「750」「1000」「1500」
「2000」［ms ］の中から選べます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

DTMF

　
Ｄ
Ｔ
Ｍ
Ｆ

DTMFの送信ロック
送信中に16キーを押すことによるDT MFの送信をしないように
する機能です。リモコンマイクを使い、本体はバッグに入れて
使用する時に誤送信を防ぐことができます。お買い上げ時の設
定は「OFF」（ 送信する）です。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「DTMF LOCK（DTMFキー

ロック）14」を選び、 または を押す

DT MFの送信ロック設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

送信ロックを解除する場合は「OFF」を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡DT MFの送信をロックすると、送信中の もロックされ
ます。
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オートパワーオフ（APO）
無信号の受信状態でキー操作をしない状態が約29分間続くと、
ディスプレイの「APO」表示が点滅し、警告音が鳴ります。さ
らに、この状態が1分間（計30 分）続くと電源が切れます。電
源の切り忘れによるバッテリーの消耗を防ぐ機能です。お買い
上げ時の設定は「ON」（30 分）です。

オートパワーオフの時間を変更する

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「APO（オートパワーオフ）

18」を選び、 または を押す

APO時間の設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC でAPO時間を選ぶ

「OFF」、「30」、「60」［min］の中から選びます。

_______________________________________________________________

4 または を選押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡APO の時間設定で「30」、「60」を選ぶとAPO 機能が
ONになります。

¡APO 動作時の警告音はキービープ音（→p.48）を OFF に
設定していても鳴ります。

¡スキャン中はAPO 動作はしません。

バッテリーセーブの時間設定
バッテリーセーブ機能による受信回路の電源をOF Fする時間を
設定できます。お買い上げ時の設定は「1.0」秒です。

設定する

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「BAT SAVER（セーブ）

17」を選び、 または を押す

バッテリーセーブの時間設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で時間を選ぶ

時間は下記の中から選べます。

「OFF」、「0.2」、「0.4」、「0.6」、「0.8」、
「1.0」、「2.0」、「3.0」、「4.0」、「5.0」 秒

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡スキャン中はセーブ動作はしません。
¡A、Bバンドのどちらかがビジーになった場合 、セーブ動

作は解除されます。
¡キーが押された時はセーブ動作を解除します。
¡DC IN端子接続時はバッテリーセーブ機能は動作しませ

ん。
¡S S B 、CWモードに設定している場合は、バッテリーセー

ブ機能は動作しません。

　
オ
ー
ト
パ
ワ
ー
オ
フ
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）
／
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ッ
テ
リ
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ー
ブ
の
時
間
設
定
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必要に応じて設定する

アッテネータ－（ATT）
相手局が強すぎる場合や、近くに強力な信号があり、目的の信
号が聞き取りにくい場合などに、アッテネータ－をONにする
と、聞き取りやすくなる場合があります。お買い上げ時の設定
は「OFF」で す。

ONにする

1   の順に押す

押すたびにON/ OFFが切 り替わります。
O N にすると、ディスプレイの操作バンド側の表示部に
「ATT ON」が2秒間表示され、復調モード表示が点滅しま
す。

¡AT T 機能による減衰量は約20［dB］で す（周波数帯に
よって6～20［dB ］になります）。

¡AT T 機能はAバンド、Bバンド個別に設定することはでき
ません（AT T をONにすると、Aバンド、Bバン ドともに
ONになります）。

¡スキャン中には「ATT ON」は表示されません。

FMモードナロー切り替え
FMモードの帯域をノーマルとナローに切り替えます。V HFバ
ンドで将来ナロー化が認められた時に使用します。お買い上げ
時の設定は「ノーマル」です。

ナローにする

1 を押す
メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「FM NARROW（FMナロー）

29」を選び、 または を押す
FMナロー設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

ノーマルにする場合は「OFF」を選びます。
_______________________________________________________________

4 または を押す
設定されました。メニューモードに戻ります。
ディスプレイに「FMN」が点灯します。
メニューモードを終了するには を押します。

¡FMナローがONの時は、復調モード切り替えでFMを選ぶ
と必ず「FMN」になります。

¡144MHz帯と430MHz帯、Bバン ドのHF帯にそれぞれ設
定できます。

¡FMナローがONの時にパケットスピード（→p.57）を
9600［bps ］に設定した場合は一時的にFMになります。
1200［bps ］に設定し直すとFMナローに戻ります。

ビートシフト
受信する周波数により、内部ビートが発生した時に、マイコン
のクロック周波数を変化させ、受信周波数に影響を与えないよ
うにする機能です。お買い上げ時の設定は「OFF」で す。

　
ア
ッ
テ
ネ
ー
タ
ー
（
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
／
Ｆ
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ONにする

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「BEAT SHIFT（ビートシフ

ト）25」を選び、 または を押す

ビートシフト設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

OFFにす る場合は「OFF」を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡受信信号がないにもかかわらずスケルチが開くような時
に、この機能の設定を切り替えることで快適に運用するこ
とができます。

¡通常はOF Fでご使用ください。

¡ビートシフトのON/ OFFをメモリーチャンネルに登録する
ことはできません。
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ディスプレイ照明のON/OFF
暗い所で使う時などディスプレイとキーの照明を点灯できま
す。

キーを押した時点灯させる

1 を押す

5秒間点灯します。キーを離すと5秒後に消灯します。

¡点灯してから5秒以内に消灯したい時は、もう一度

を押します。
¡点灯中に他のキーを操作した場合は、キー操作が終了して

から5秒後に消灯します。
¡点灯中に を押し続けた場合は、送信を開始してから5

秒後に消灯します。

常に点灯させる

1 の順に押す

常に点灯します。

¡¡¡¡¡セーブ動作中でも点灯し続けます。
¡¡¡¡¡「オートパワーオフ」（→p.44）により電源がOF Fした

時は消灯しますが、その後電源をONすると再度点灯しま
す。

消灯する

点灯中に

1 の順に押す

消灯します。

バーアンテナを無効にする

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「BAR ANT（バーアンテナ）

26」を選び、 または を押す

バーアンテナの設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「DISABLED」を選ぶ

有効にする場合は「ENABLED」を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡バーアンテナには指向性（感度方向）があります。本機の
前後方向に感度が良くなりますので、電波が来る方向に本
機の方向を合わせてください。

　

バーアンテナ
本機は0.1～10. 1［MHz］の周波数の受信時に、内蔵のバーア
ンテナを使用しています。これを使用せず、外部アンテナを接
続したい時に、内蔵バーアンテナを無効にする機能です。お買
い上げ時の設定は「ENAB LED 」（有効にする）です。

　
バ
ー
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コントラスト調整
LCDのコントラスト（濃淡）を16段階（1～16）に変える機能
です。お買い上げ時の設定は「8」です。

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「CONTRAST（LCDコント

ラスト）16」を選び、 または を押す

コントラスト調整モードになります。
ドットの数が現在の設定を示しています。

ドット�

_______________________________________________________________

3 または ENC でコントラストを設定する

「1」～「16」ドットの中から選びます。
ドットの数が多いほど表示が濃くなります。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡液晶は温度変化にともないコントラストが変化する場合が
ります。必要に応じてコントラストを調整してください。

¡長時間の運用や車内の放置等で無線機の温度が上昇すると
ディスプレイが全体的に黒ずむことがありますが故障では
ありません。本体の電源をOF Fにするか、受信状態にし
て、涼しい場所に放置し本体温度が低下すると、この現象
は無くなります。

パワーオンメッセージ
電源を入れた時、ディスプレイにメッセージを1秒間表示する機
能です。メッセージは最大8文字まで入力できます。お買い上げ
時の設定は「HELL O　！！」です.

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「PWR-ON MSG（メッセージ

）15」を選び、 または を押す

パワーオンメッセージ設定モードになります。

_______________________________________________________________

3  ～ 、 または 、 ENC で文字を

入力する。

「文字入力のしかた」（→p.28）に従って8文字まで入力で
きます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。
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1 を1秒以上押す

押すたびにON/ OFFが切 り替わります。
ONの時は「 」が点灯します。

¡キーロック中でも ／ ／ ／ ／ ／

 ／「 1秒押し」は動作します。
¡キーロック中にエンコーダーを使えるようにできます。

（「エンコーダーロック解除」→下記）
¡キーロック中は、VFOリセット、MENUリセット、FULL

リセット（→p.52）は動作しません。
¡キーロック中でもリモコンマイクは動作しますが、「マイ

クキーへの機能設定」（→p.55）はできません。
¡スキャン中にキーロックを行った場合は でのみスキャ

ンを解除できます。

エンコーダーロック解除
キーロック中のエンコーダーを使えるように、ロックを解除し
ます。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「TUNE ENABLE（エンコー

ダー）7」を選び、 または を押す

エンコーダーロック解除設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

エンコーダーをロックする場合は「OFF」を選びます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

キーロック
キーが何かに触れても、そのキーの入力を受け付けないように
ロックする機能です。お買い上げ時の設定は「OFF」で す。

キービープ音のON/OFF
キー操作時に鳴るビープ音を鳴らさないようにすることができ
ます。お買い上げ時の設定は「ON」（ビープ音が鳴る）です。

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「KEY BEEP（ビープ）19」

を選び、 または を押す

キービープ音設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON/OFF」を選ぶ

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡キービープ音をOF Fに設定しても、AP O警告音（→p.44
）、タイムアウトタイマー送信終了音（→p.15）、過電
圧警告音（→p.9）、ベル音（→p.49）は鳴ります。

　

¡キービープ音をOF Fにした場合は、DT MFメモリー（→
p.41）のコード入力時のDT MF音も鳴りません。
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送信禁止
移動中など、誤って を押しても送信しないようにする機能
です。お買い上げ時の設定は「OFF」（ 送信する）です。

送信禁止にする

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「TX INHIBIT（ソウシンキンシ

）8」を選び、 または を押す

送信禁止設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

送信禁止を解除する場合は「OFF」を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡送信禁止がONの時に、 を押すとディスプレイの操作バ
ンド側に「TX  INHIBIT !」と表示され、エラー音が鳴り、
送信されません。

¡送信禁止がONの時はリモコンマイクの も送信禁止にな
ります。

ベル
信号を受信した時、ベル音とベルマークの点滅でお知らせしま
す。更に、受信した時からの経過時間も表示します。お買い上
げ時の設定は「OFF」で す。

設定する

1   の順に押す

押すたびにON/ OFFが切 り替わります。
ONの時は「 」が点灯します。

¡ONの時は受信音声は聞こえません。 を押すと音声
が聞けます。

¡ONの時は ／  ／ ／ ／

／  以外は動作しません。
¡ONの時は「オートパワーオフ」（→p.44）は動作しませ

ん。また、スキャンはできません。

_______________________________________________________________

ONの時に

2 信号を受信すると

ベル音が鳴り、「 」 が点滅し、受信した時からの経過時
間（00：00～99：59）［時：分］が表示されます。

経過時間�

を押すとベル機能が解除されます。

¡99：59を過ぎた場合は99：59のまま変わりません。
¡「 」 が点滅している状態で電源をON/O FFしても、ベ

ル機能は保持されますが、経過時間はリセットされます。

¡ベル機能がONの時に、CT CS S またはDCS をONにすると
CT CS S トーンまたはDCS コードが1秒以上一致した時に
ベル音が鳴り、「 」が点滅します。
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VOXをONにする
VFOで送信したいバンドを選び、ヘッドセットを接続してから

1   の順に押す

押すたびにON/ OFFが切 り替わります。
O N の時は「VOX」が点灯し、非操作バンド側に現在の
VOXゲインレベルとVOXディレイタイムが表示されます。

_______________________________________________________________

2 マイクに音声を入力すると送信を開始し、音声
を止めると送信を終了します。

¡VOX 機能はマイクに音声が入力されると送信されます。
人の声以外でも送信されます。

¡VOX 機能がONの時は、非操作バンドにVOX ゲインと
VOX ディレイタイムの表示を行いますが、同時受信は解
除されません。

¡VOX 機能がONの時でも、 キーで操作バンドを切り
替えることができます。

¡シングルバンドモード時にVOX機能をONにすると、倍角
表示は一時的に解除されます。

¡マイクに音声を入力してから、送信するまでにはタイムラ
グがあるため、音声の最初の部分が送信されない場合があ
ります。

¡送信から受信に戻る時に、設定時間だけ送信を維持するこ
とができます（「VO Xディレイタイムの設定」→p.51）。

¡ビジーがある時のVOX 機能による送信の可否を設定でき
ます（「VOX のビジー制御」→p.51）。

¡パケットスピード（→p.57）が9600［bps ］のときに
VOX 機能をONにするとパケットスピードは1200［bps
］になります。

¡VOX機能をONにする時は、必ずヘッドセットを接続して
から行ってください。接続せずにONにすると、受信した
音声信号によって送信してしまう場合があります。

¡VOX機能 がONの時は でバンドを切り替えることや

で周波数を変えることはできません。 でVOXゲイ

ンの設定、 でVOX ディレイタイムの設定になりま
す。

¡ビジュアルスキャンがONの時はVOX 機能をONにできま
せん。

　 ¡VOX機能がONの時にメニューモードにした場合は、VOX
動作はしません。

¡外部スピーカーマイクロホン（S MC­32、S MC­34）、イ
ヤホンマイク（EMC ­3）では、VOX は動作しません。

¡ヘッドセット側のVOXはOFF（PT T ）、感度調整VR は最
低にしてお使いください。

VOX
を押さなくても、マイクロホンに向かって話すだけで送信に切り替わる機能です。ヘッドセット と合わせて使用します。お買い上げ時

の設定は「OFF」で す。

VOXゲインを調整する
VOXの送信に切り替わる音声レベルを調整します。声に合わせ
てスムーズに送受信が切り替わるように調整してください。0～
9の10段階で調整できます。お買い上げ時の設定は「4」です。

VOXがONの場合

1 を押す

押すたびにゲインが切り替わります。
「0」～「9」の範囲で調整できます。

：VOXゲインアップ、  ：VOXゲインダウン

　　VOXゲインレベルは以下のようになります。
０：送信しない

～
�

９：小さな声でも送信する

メ ニ ュ ー モ ー ド に よ る 設 定 　 　 　 　
（VOXがOFF の場合）

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「VOX GAIN（VOXカンド）

21」を選び、 または を押す

VOXゲイン設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「0」～「9」を選ぶ

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。
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VOXディレイタイムの設定
VOX機能により音声で送信した時、送信から受信に戻る時の送
信保持時間の設定を行います。お買い上げ時の設定は「500」
［ms ］です。

VOXがONの場合

1 を押す

押すたびにディレイタイムが切り替わります。

 ：アップ 、 ：ダウン

「250」「500」「750」「1000」「1500」「2000」
「3000」［ms ］の中から選びます。

メ ニ ュ ー モ ー ド に よ る 設 定 　 　 　 　
（VOXがOFFの場合）

VOXをOFFにしてから

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「VOX DELAY（ VOXソウシン

ホジ）22」を選び、 または を押す

VOXディレイタイムの設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC でディレイタイムを選ぶ

「250」「500」「750」「1000」「1500」「2000」
「3000」［ms ］の中から選びます。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡VOX 機能がONの時でも、 による送信には、送信保持
されません。

VOXのビジー制御
VOX機能がONの時、ビジー信号がある場合もVOXによる送信
を行えるようにする機能です。お買い上げ時の設定は「OFF」
（送信しない）です。

ONにする

VOX機能をOFFにしてから

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「VOXonBUSY（ビジーセイ

ギョ）20」を選び、 または を押す。

VOXのビジー制御設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「ON」を選ぶ

送信しないようにする場合は「OFF」を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡ による送信はこの設定にかかわらず送信できます。
　

VOX

　
Ｖ
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リセット
説明書どおりにうまく働かなくなった時や、キーを押しても反応しない時は「故障かな？と思ったら」（→P.53 ）の内容をお確かめくださ
い。それでもうまく働かない場合は、リセットしてみてください。リセットすると、周波数や各機能の設定がお買い上げ時の状態に戻りま
す。リセットには下記の3種類があり、操作は2つの方法があります。

VFOリセット ： VFO関連の内容が、お買い上げ時の状態に戻ります。
MENUリセット ： メニューの設定内容のみが、お買い上げ時の状態に戻ります。
FULLリセット ： すべての状態が、お買い上げ時の状態に戻ります。

キー + 電源操作によるリセット

電源をOFFにしてから

1 を押しながら を1秒以上押して電源を入

れる

ディスプレイが全て点灯し、各ランプが点灯します。

_______________________________________________________________

2 を離す

リセット選択モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC でリセット方法を選ぶ

「VFO RESET」、「MENU RESET」、
「FULL RESET」、「NO」（リセットしない）の中から選
びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

操作3 で「NO」を選んだ時は周波数表示に戻ります。
「NO」以外を選んだ時は以下のように表示され、操作5に
移ります。

例：「VFO R ES ET 」を選んだ場合
_______________________________________________________________

5 または を押す

リセットが実行され周波数表示に戻ります。
を押すとリセット選択モードになります。

、 、 ENC 、 、 以外のキーを押すとリ
セットされずに周波数表示に戻ります。

¡キーロック（→p.48）中はリセットできません。

メニューによるリセット

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 ENC で「RESET?（リセット?）31」を選び、

を押す

リセット選択モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC でリセット方法を選ぶ

「VFO RESET」、「MENU RESET」
「FULL RESET」、「NO」（リセットしない）の中から選
びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

操作3で「NO」を選んだ時はメニューモードに戻ります。
「NO」以外を選んだ時は以下のように表示され、操作5に
移ります。

例：「VFO R ES ET」を 選んだ場合
_______________________________________________________________

5 または を押す

リセットが実行され周波数表示に戻ります。
を押すとリセット選択モードになります。

、 、 ENC 、 、 以外のキーを押すとリ
セットされずにエラー音が鳴ります。

¡キーロック（→p.48）中はリセットできません。

　
リ
セ
ッ
ト



53

保
守
・
参
考

保守保守保守保守保守・・・・・参考参考参考参考参考

故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら故障かな？と思ったら
まず以下の項目を確認してください。それでも直らない場合は、リセットしてみてください。
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－ 

電源が入らない（リチウムイオ
ンバッテリーまたは乾電池を使
用している時） 
電源が入らない（リチウムイオン
バッテリーを使用している時） 
 
電源が入らない（安定化電源や
シガレットライターを使用して
いる時） 
 
 
電源が入っているのにディスプ
レイが消える 
ボリュームを回してもスピーカ
ーから音が聞こえない 
 
 
 
 
 
 
 
エンコーダーを回してもある周
波数以上（または以下）に合わ
せられない 
エンコーダーを回しても周波数
が変わらない 
 
 
　　 を押してもメモリーチャ
ンネルが表示されない 
メモリーを呼び出せない 
 
 
 
 
送信できない 
 
送信中にディスプレイが点滅し
たり、消えたりする 
 
送信出力が低下する。また「H」
（ﾊｲﾊﾟﾜｰ）が点滅する 
 
 
レピーターが使えない 
 
 
 
リバースをOFFにできない 
 
スキャンがすぐ停止する 
 
スキャンが一時停止した後、再
開しない 
ほとんどのキーが動作しない 
 
 
ATTをONにするとAバンド、B
バンドともにONになってしまう 
VOXが働かない 
スピーカーの音で送信してしま
う 
信号を受信しても正しく復調さ
れない 
SSB/CWモードが混信に弱い。
また反対側のサイドバンド（
USB対LSB）が復調してしまう 
SSBモードが同調しにくい 
 
 
 
CWモードの通過帯域がSSBモ
ードと比べて狭くならない 
 
FINEモード時にステップ変化
が均一でなかったり、逆転する
場合がある 
 
ディスプレイが黒ずむ 

電池の電圧が下がっています。 
 
 
リチウムイオンバッテリーの保護回
路が働いています。 
 
電源ケーブルが不良か、接続の不良
です。 
電源ケーブルのヒューズが切れてい
ます。 
 
オートパワーオフが動作しています。 
 
音量バランス調整でミュートになっ
ています。 
スケルチが閉じています。 
 
CTCSSがONになっています。 
DCSがONになっています。 
ベルがONになっています。 
パケットスピードが9600bpsになっ
ています。 
プログラマブルVFOが設定されてい
ます。 
 
キーロックされています。 
エンコーダーがロックされています。 
 
ベルがONになっています。 
メモリーチャンネルに何も登録され
ていません。 
メモリーチャンネルの呼び出しモー
ドがバンドごと呼び出しになってい
るのに、現在表示されている周波数
帯のメモリーチャンネルが登録して
いません。 
送信禁止になっています。 
ベルがONになっています。 
電源の電圧が下がっています。 
 
 
DC IN端子の電源電圧が高い。 
 
温度プロテクションが動作し、自動
的に出力を低下させています。 
オートマチックレピーターオフセッ
トがOFFになっています。 
トーン周波数／シフト／オフセット
幅が合っていません。 
シフトONの為、リバースがOFFにな
ると使用可能周波数帯外になります。 
スケルチのスレッショルドレベルが
0になっています。 
スキャン再開条件がSEEKになって
います。 
チャンネル表示モードになっています。 
キーロックされています。 
ベルがONになっています。 
ATTはAバンド、Bバンド個別に設
定することはできません。 
VOXのゲイン設定が低すぎます。 
ヘッドセットが接続されていません。 
 
電波形式（復調モード）の設定が合
っていません。 
本機のSSB/CWフィルタは簡易型の
ため混信に対して固定型無線機と比
較すると弱くなっています。 
また、強力な信号を受信した場合に
は反対側のサイドバンドが復調され
てしまうことがあります。 
 
CWモードのフィルタはSSBと同じ
ものを使用しているため、通過帯域
はSSBモードと同じです。 
FINEモード時のステップは目安で
す。回路構成上、周波数の変化が均
一でない場合がありますが故障では
ありません。 
本体の温度が上昇しています。 

リチウムイオンバッテリーの場合は充
電してください。乾電池の場合は新し
い電池に交換してください。 
リチウムイオンバッテリーを本体から
取り外し、再度取り付けてから、電源
を入れ直してください。 
ケーブルに異常がないか、極性が合っ
ているか確認してください。 
本機以外にヒューズが切れた原因があ
れば修理をした後、ヒューズを交換し
てください。 
一度電源をOFFした後、再度電源を
ONにしてください。 
ミュート以外にしてください。 
 
スケルチのスレッショルドレベルを下
げて（0の方向）ください。 
CTCSSをOFFにしてください。 
DCSをOFFにしてください。 
ベルをOFFにしてください。 
1200bpsにしてください。 
 
プログラマブルVFOの周波数を設定し
直してください。 
 
キーロックを解除してください。 
エンコーダーロック解除を設定してく
ださい。 
ベルをOFFにしてください。 
登録してください。 
 
メモリーチャンネルの呼び出しを全バ
ンド呼び出しに変更する、またはメモ
リーチャンネルに登録してください。 
 
 
送信禁止をOFFにしてください。 
ベルをOFFにしてください。 
リチウムイオンバッテリーの場合は充
電してください。乾電池の場合は新し
い電池に交換してください。 
電源電圧を12V～13.8Vに合わせてくだ
さい。 
電源をOFFにするか、受信状態にして
温度が低下するまでお待ちください。 
オートマチックレピーターオフセット
をONにしてください。 
トーン周波数／シフト／オフセット幅
を正しく合わせてください。 
シフトをOFFにしてから、リバースを
OFFにしてください。 
スレッショルドレベルを1～5の適切な
レベルに合わせてください。 
TIMEまたはCARRIERに設定してくだ
さい。 
周波数表示に切り替えてください。 
キーロックを解除してください。 
ベルをOFFしてください。 
　　　　　　　　－ 
　　　　　　　　 
VOXゲインを調整してください。 
ヘッドセットを接続してからVOXをON
にしてください。 
他のモードに変えてみてください。 
 
 
　　　　　　　　－ 
 
LSBモードは周波数を高い方から低い
方へ、USBモードは周波数を低い方か
ら高い方へ変化させると同調しやすく
なります。 
 
　　　　　　　　－ 
 
 
　　　　　　　　－ 
 
 
電源をOFFにするか、受信状態にして
涼しい場所に放置してください。 

電源 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ボリューム 
 
 
 
 
 
 
 
 

エン　　 
コーダー 

 
 
 
 
 

メモリー 
 
 
 
 
 
 

送信 
 
 
 
 
 
 
 
 

レピーター 
 
 
 
 
 

スキャン 
 
 
 

キー 
 
 

ATT 
 

VOX 
 
 

受信 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FINE 
 
 
 

表示 

 

 

 

　
故
障
か
な
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と
思
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オプション
使用できるオプションには次のようなものがあります。
リチウムイオンバッテリーの充電には付属のバッテリーチャ－ジャーを使用してください。また、PG­2WやPG­3J を使用して外部電源端子
から充電することもできます。

一覧
qPB­42L リチウムイオンバッテリー（7.4V 1550mA ）
wBT­13 バッテリーケース（単3形アルカリ乾電池用）
ePG­2W DCケーブル
rPG­3J ノイズフィルター付シガレットライターケーブル
tSMC­32 スピーカーマイクロホン
ySMC­34(G) VOL 付リモートコントロールマイクロホン
uHMC­3(G) VOX 、PTT付ヘッドセット
iEMC­3 イヤホン付クリップマイクロホン
oHS­9(G) プチホン型イヤホン
!0HMC­4(G) リモコン付ヘッドセット

�

SP◎�
MIC◎�
�
DC IN◎�

q w

e

r

t y u

i o !0
　
オ
プ
シ
ョ
ン
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マイクキーへの機能設定
SMC ­34(G)/H MC­4(G)のキーに本機の機能を設定して、本機を
コントロールできます。お買い上げ時の設定は 1 に ［A/B］
（操作バンド切り替え）、 2 に ［VFO/MR］（V FO／メモ
リーモードの切り替え）、 3 に ［CALL］（CALLモード）の
各キーが設定されています。また、ロックスイッチをONにする
と各キーがロックされます。

SMC-34

VOLUME

MIN
MAX

1
2 3

LOCK

ON

ロックスイッチ�

OFF           ON

1 2 3

SMC-34

設定する

電源をOFFにしてから1 マイクを本機につなぐ

_______________________________________________________________
設定したい2 マイクのキーを押しながら、電源をONにする
マイクキーの機能設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 設定したい本体のキーを押す

押された本体のキー機能が設定されます。
設定できるのは下表のキー操作です。

¡キーロック（→p.48）中またはマイクのロックスイッチ
がONの時は設定できません。

¡設定するキーが、リモコンマイクのキーの場合でも設定で
きます。

能機ーキ ［ YEK ］ ［F ［－］ YEK ］

向方計時ーダーコンエ プッアのどな数波周 プッアのどな数波周

向方計時反ーダーコンエ ンウダのどな数波周 ンウダのどな数波周

［ TTP ］ OFV え替り切ドーモーリモメ／ －

［ PMAL ］ 灯点プンラ 灯点時常プンラ

［ TTA/INOM ］ ータニモ TTA

［ UNM ］ ーュニメ －

］▲［ プッアのどな数波周 プッアのどな数波周

］▼［ ンウダのどな数波周 ンウダのどな数波周

］　［ ンウダドンバ ンウダドンバ

］　［ プッアドンバ 録登ルネンャチーリモメ

［ 1/WOL ］ え替り切力出信送 示表量残ーリテッバ

［ 2/DNAB ］ え替り切ドンバ え替り切ドーモ

［ 3/B/A ］ え替り切ドンバ作操 え替り切ドーモルグンシ／ルアュデ

［ 4/OFNI ］ ルネンャチンョシーメォフンイ ンャキスルアュジビ FFO/NO

［ 5/LQS ］ 定設チルケス FFO/NOXOV

［ 6/LAB ］ B/A 整調スンラバのドンバ ィテリオイラプ FFO/NO

［ 7/ENOT ］ 、ンート SSCTC 、 SCD の FFO/NO 、ンート SSCTC びよお数波周の
SCD 定設ドーコの

［ 8/VER ］ スーバリ FFO/NO え替り切トフシ

［ NM ⇔ 9/f ］ え替り切示表数波周／ムーネーリモメ 力入ムーネーリモメ

［ 0/ENIF ］ ENIF ドーモ FFO/NO 定設数波周プッテス

［ /zHM ］＊ zHM ドーモプッテス 定設トウアクッロルネンャチーリモメ

［ /TNE ］＃ － ルベ FFO/NO

［ A/F ］ ）ンョシクンァフ（－　　　　　　　 ）ンョシクンァフ（－　　　　　　　

［ B/OFV ］ OFV ドーモ トフシーリモメ

［ C/RM ］ ドーモルネンャチーリモメ 録登ルネンャチーリモメ

［ D/LLAC ］
LLAC ドーモルネンャチ LLAC 録登ルネンャチ

zH0571 信送 LLAC 録登ルネンャチ

　設定できる機能

オプション

　
オ
プ
シ
ョ
ン
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リモコン機器の接続
SP/ MIC 端子にリモコンスピーカーマイクなどのリモコン機器
を接続する場合は、スピーカーマイク端子切り替えを「S P /
MIC」に設定します。

φ2.5
プラグ

φ3.5
プラグ

3.5V 10μF
外部マイクロホンなど

外部スピーカー

P
T
T
ス
イ
ッ
チ

LO
C
K
 S
W

S
W
-1
   
3.
9k

S
W
-2
   
 1
0k

S
W
-3
   
 2
7k

TH-F7

SP端子

MIC端子

¡内部から3.5V の電源が供給されます。
¡2端子のマイクロホンを使う時や外部機器側にDC カット

用コンデンサが付いている場合は、コンデンサは不要で
す。

スピーカー、マイク、TNC の接続
SP /M IC端子に単品のスピーカー、マイクやTN Cを接続する場
合は、スピーカーマイク端子切り替えを「T NC 」に設定しま
す。

受信データ入力�

スケルチ出力�

アース�

未接続�

送信データ出力�

PTT

φ3.5�
プラグ�

φ2.5�
プラグ�

9600bps用�
復調出力�

9600bps用�
変調入力�

スピーカー出力�

リモート入力�

スケルチ出力�

マイク入力�

PTT入力�

3.5V電源�

高速モード�
(9600bps)

高速モード�
(9600bps)

通常モード�
(1200bps)

通常モード�
(1200bps)

SP/ PRD
REM/ SQ
AFG　�

3.5V

MIC/ PKD

PTT

SP�
PRD�
REM�
SQ�
�
　　（内部回路はTH-F7を示しています）�

：スピーカー�
：パケット受信データ�
：リモート�
：スケルチ（ビジィー）�

：マイク�
：パケット送信データ�
：送受切換�

MIC�
PKD�
PTT

パソコンなどの接続
パソコンなどを接続する場合は、スピーカーマイク端子切り替
えを［PC ］に設定します。

φ2.5�
プラグ�

φ3.5�
プラグ�

TH-F7

レベル変換機　COMポート�

RXD�
DTR�
DSR�
GND

RTS�
CTS�
TXD

→�

←�

SP端子�

MIC端子�

オプション
SP /M IC端子に、オプション以外の機器を接続できます。下図を参照して正しく配線してお使いください。

スピーカーマイク端子切り替え
スピーカーマイク端子に接続する機器を選びます。
「SP /M IC」「TN C 」「PC」の中から選べます。

1 を押す

メニューモードになります。
_______________________________________________________________

2 または ENC で「SP/MIC JACK（ガイブタン

シ）9」を選び、 または を押す
スピーカーマイク端子切り替えモードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「MIC/SP」、「TNC」、

「PC」を選ぶ
SP/MIC ：スピーカーマイク、リモコン付きマイクを使用
　　　　　する時に設定します。
TNC ：外部TN Cを使用する時に設定します。
PC ：パソコンを接続し、本機をコントロールする時
　　　　　に設定します。
_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡¡¡¡¡誤動作防止のため各機器の接続は、「スピーカーマイク端
子切り替え」の設定後、本体の電源をOFFにしてから行っ
てください。また、長時間運用などで本体が熱くなってい
る場合は、スピーカーマイク端子も熱くなっていますので
ご注意ください。

¡¡¡¡¡「PC」に設定している時は、スピーカーマイク、リモコ
ン付きスピーカーマイクの［PTT］と［PF］は動作しま
せん。また、T NC を接続しても動作しません。

¡「TNC」に設定している時は、RE M端子からT NCに対し
てスケルチ制御信号が出力されます。リモコン付きマイク
のリモコンは使用できません。

¡「TNC」に設定している時は、 キーを押すことによ
り、S QC端子 の制御対象となるバンドが以下のように切
り替わります。

　
オ
プ
シ
ョ
ン

ディスプレイ�
表示�
�
� q w e r t

CQS ドンバるなと象対御制の子端

q A ドンバ

w

A とドンバ B 和理論のドンバe

r

t B ドンバ
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パケットスピード
外部端子に接続されたT NCでパケット通信を行う時に、外部端
子のパケットスピードを9600［b ps ］に切り替えます（Aバン
ドのみ）。お買い上げ時の設定は「1200 」［ bps ］です

1 を押す

メニューモードになります。

_______________________________________________________________

2 または ENC で「PACKET（パケット）28」

を選び、 または を押す

パケットスピード設定モードになります。

_______________________________________________________________

3 または ENC で「9600 bps」を選ぶ

1200［ bps］にしたい場合は「1200 bps」 を選びます。

_______________________________________________________________

4 または を押す

設定されました。メニューモードに戻ります。
メニューモードを終了するには を押します。

¡9600［bps］は B バンドには設定できません。
¡¡¡¡¡大量のデータを転送すると、送信時間が長くなり、本機の

発熱が大きくなります。本機の温度が上昇すると、温度プ
ロテクションが動作し、自動的に送信出力を下げ、「H」
が点滅します。
温度プロテクションが動作した時は、電源をOFFするか、
または受信状態にして、温度が下がるまでお待ちくださ
い。

¡9600［bps］に 設定した場合、送受信はパケット通信専
用となり、以下の機能は動作しなくなります。
ビープ音
モニター
DTMF
DT MFメモリーの送信
音声通信

　 ¡¡¡¡¡VOX 機能がONの時にパケットスピードを9600［bps ］
に設定するとVOX はOFFになります。

¡¡¡¡¡FMナロー（→p.45）がONの時にパケットスピードを
9600［bps ］に設定した場合は一時的にFMになります。
1200［bps ］に設定し直すとFMナローに戻ります。

　
パ
ケ
ッ
ト
ス
ピ
ー
ド
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開局申請書の書き方開局申請書の書き方開局申請書の書き方開局申請書の書き方開局申請書の書き方
ここでは、開局申請書類において本機に関する箇所の説明をしています。開局申請に関する全般的な説明は開局用紙に添付されている「ア
マチュア局開局申請書類の書き方A（本機のみでの申請）またはB（保証を受けて申請）をご覧ください。
・ 本機は技術基準適合証明（技適証明）等を受けた送受信機です。本機に貼ってある機種銘板に、「技適番号」が記入されています。本

機を改造せずに、また付属装置、付加装置のいずれも付けない場合は、技術基準適合証明等の機種として申請します。
・ 本機を改造したり、付属装置（外付けのTNC装置など）や、付加装置（トランスバーターやブースターなど）を付ける場合は、非技術

基準適合証明等の機種となりますので保証を受けて申請します。

< 申請書の書き方は変更になる場合があります。最新の申請書をご覧ください。>

技適番号 
（OOOKNOOO）  

技術基準適合証明等の機種として申請する場合技術基準適合証明等の機種として申請する場合技術基準適合証明等の機種として申請する場合技術基準適合証明等の機種として申請する場合技術基準適合証明等の機種として申請する場合
本機のみで免許を受ける場合は直接所轄の地方総合通信局へ申請書類を提出してください。このとき、「無線局亊項書及び工事設計書」裏
面の「工事設計」の「技術基準適合証明番号」欄には技適番号を記入してください。

　
開
局
申
請
書
の
書
き
方

保証を受けて申請する場合保証を受けて申請する場合保証を受けて申請する場合保証を受けて申請する場合保証を受けて申請する場合
保証を受けて申請する場合は、下記の事項にご注意ください。
・「アマチュア局の無線設備の保証願書」の「送信機の名称等」欄には本機の技適番号を記入し、付属装置を接続するときは、「附属装置
の有無」の有にレ印を入れ（下図参照）、「附属装置の諸元内容等」にも必要事項を記入して下さい。

・「無線局事項書及び工事設計書」裏面の記載事項は省略できません。次ページの「無線局事項書及び工事設計書の記入例」を参考にして
ください。

「申請書の書き方」は平成16年1月13日に施行の電波型式の表示改定に基づき説明しています。

※1

※2 ※3
※1

1

■記入例■記入例■記入例■記入例■記入例
無線局事項書及び工事設計書（裏面）

ここに技適番号を記入する

※1「発射可能な電波の型式及び周波数の範囲」、「変調方
式」、「終段管」、「定格出力」の記入と、送信機系統図の
添付を省略できます。

※2「送信空中線の型式」の欄には、使用する送信空中線の
型式を記入してください。付属のアンテナは「単一型」
です。

※3「周波数測定装置の有無」の欄は、無にレ印を入れます。

ここに技適番号を記入する
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送信機系統図送信機系統図送信機系統図送信機系統図送信機系統図

開局申請書の書き方開局申請書の書き方開局申請書の書き方開局申請書の書き方開局申請書の書き方

144MHz帯：144.000～145.995MHz 
430MHz帯：430.000～439.995MHz

ANT

励振増幅器 
RD01MUS1

振幅制限 
2SC4919 
2SC4617

励振増幅器 
RD01MUS1

電力増幅器 
2SK3476

緩衝増幅器 
2SC5108

励振増幅器 
2SC4226

励振増幅器 
2SC5192

緩衝増幅器 
MT6C03AE

PLL 
LMX2316TMX

緩衝増幅器 
2SC5009

TCXO

VCO 
MT6C03AE

低周波増幅器 
MJM2102F

TNC装置 
（付属装置） 

内蔵 
マイクロホン 

MIC（外部マイク 
ロホン）端子 

1/4分周器 
μPB1509GV

緩衝増幅器 
2SC5009

緩衝増幅器 
2SC5108

19.8MHz

MAIN CPU 
UPD784216A

周波数制御 

プリエンファシス 
TA75W558FU

音声 
1200bps

9600 
bps

144MHz帯 

430MHz帯 

VCO発振周波数 
144MHz帯： 
576.000～583.980MHz 
430MHz帯： 
430.000～439.995MHz

　
開
局
申
請
書
の
書
き
方
／
送
信
機
系
統
図

■無線局事項書及び工事設計書の記入例
本機に付属装置を付設したり、改造を加えると非技術基準適合証明等の送受信機としての取り扱いになります。この場合、工事設計書の
記載を省略する事はできません。下記の記入例を参考にしてご記入ください。

■申請に関するお問い合わせ先
TSS株式会社
〒112-0011　東京都文京区千石4-22-6　　保証事業部　（03）5976-6411

 

 

144MHz帯 
430MHz帯 

F2D
F3E

 
5Wリアクタンス変調 

2SK3476 x 1

144MHz帯 
43M0Hz帯  1 { 13.8

※1 ※2

55
5

※1 希望する周波数帯にレ印を入れます。
※2 該当する一括記載コードにレ印を入れます。

ここに技適番号を記入する
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定格定格定格定格定格

　
定
格

一

般

式形波電

A ドンバ E3F 、 D2F （ MF ）

B ドンバ
E3F ／ D2F （ MF ）

E3A （ MA 、） A1A （ WC ）
E3J （ BSS ）

スンダーピンイナテンア 05 Ω

時用使ーリテッバンオイムウチリ属付は内）　（囲範度温用使 － 02 ＋～℃ 06 ℃
－（ 01 ＋～℃ 05 ）℃

圧電源電
）圧電格定（

［子端部外 V ：力出］ H 圧電準基は内）　（　 0.21 ～ 5.41 （ 8.31 ）

［子端部外 V ：力出］ L ：力出、 LE 圧電準基は内）　（　 0.21 ～ 0.61 （ 8.31 ）

［子端池電 V 圧電準基は内）　（　］ 0.5 ～ 5.7 （ 4.7 ）

流電費消

力出　時信送 H： V8.31 ）子端源電部外（ 約 A0.2

力出　時信送 H： V4.7 ）ーリテッバンオイムウチリ：子端池電（ 約 A0.2

力出　時信送 L： V4.7 ）ーリテッバンオイムウチリ：子端池電（ 約 A8.0

力出　時信送 LE ： V4.7 ）ーリテッバンオイムウチリ：子端池電（ 約 A5.0

）ドーモドンバルグンシ／ドーモドンバルアュデ（時け受ち待信受 約 Am071 約／ Am001

）ドーモドンバルグンシ／ドーモドンバルアュデ（）均平（時ブーセーリテッバ 約 Am53 約／ Am03

式方地接 地接スナイマ

（法寸 DxHxW 、 L24-BP ［） mm む含起突は内）　（］ 03x78x85
（ 53x401x16 ）

は内）　（　量重 L24-BP 時着装 約 551 （ 052 ）g

スンダーピンインホロクイマ k2 Ω

送
信
部

囲範数波周信送
zHM441 帯 441 ～ zHM641

zHM034 帯 034 ～ zHM044

力出信送

NI-CD 時用使）源電部外（
　力出格定（ W5 　 V8.31CD ）

：力出 H 約 W5

：力出 L 約 W2

：力出 LE 約 W5.0

時用使ーリテッバンオイムウチリ属付
　力出格定（ W5 　 V4.7CD ）

：力出 H 約 W5

：力出 L 約 W5.0

：力出 LE 約 W50.0

時用使池電乾リカルア
　スーケーリテッバ　ンョシプオ（ 31-TB ）用使

：力出 H 約 W5.0

：力出 L 約 W3.0

：力出 LE 約 W50.0

式方調変 調変スンタクアリ

移偏数波周大最
MF 　± zHk5 下以

NMF ）ーロナ（ 　± zHk5.2 下以

スアリプス
度強射発

W1 上以 － Bd06 下以

W1.0 ～ W1 満未 － Bd05 下以

W1.0 満未 － Bd04 下以

受
信
部

式方信受
A 、ドンバ B （ドンバ MF 、 MA 、 BSS ） ンイダロテヘーパースルブダ

B （ドンバ MFW ） ンイダロテヘーパースルグンシ

囲範数波周信受

A ドンバ zHM441 ～ zHM641 、 zHM034 ～ zHM044

B ドンバ

zHM1.0 ～ zHM352 、 zHM552 ～ zHM262
zHM662 ～ zHM172 、 zHM572 ～ zHM083
zHM283 ～ zHM214 、 zHM514 ～ zHM018
zHM438 ～ zHM348 、 zHM648 ～ zHM068
zHM988 ～ zHM898 、 zHM109 ～ zHM519

zHM069 ～ zHM0031

第1 数波周間中

A ドンバ zHM58.95

B （ドンバ MF 、 MA 、 BSS ） zHM06.75

B （ドンバ MFW ） zHM8.01

第2 数波周間中
A ドンバ zHk054

B （ドンバ MF 、 MA 、 BSS ） zHk054

度択選
－ Bd6 zHk21 上以

－ Bd04 zHk82 下以

（力出波周低 01 ）ーリテッバンオイムウチリ、歪％ Wm003 （上以 8 ）荷負Ω
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受信できない周波数について受信できない周波数について受信できない周波数について受信できない周波数について受信できない周波数について
受信周波数について、以下のような関係が成り立つ時、本機では受信できません（無変調信号を受信した状態になります）。これは本機固
有の周波数構成によって起こるもので、故障ではありません。

(Aバンド144MHz帯受信周波数＋59.85MHz)× 4－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 2＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド144MHz帯受信周波数＋59.85MHz)× 7－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 4＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド144MHz帯受信周波数＋59.85MHz)× 9－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 5＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 2－(Bバンド144MHz帯受信周波数＋57.6MHz)× 4＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 4－(Bバンド144MHz帯受信周波数＋57.6MHz)× 7＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 5－(Bバンド144MHz帯受信周波数＋57.6MHz)× 9＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz 帯受信周波数－59.85MHz)× 6－(Bバンド144MHz 帯受信周波数＋57.6MHz)× 11＝± 59.85MHzまたは±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 5－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 5＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 6－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 6＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 7－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 7＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 8－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 8＝±59.85MHz または±57.6MHz
(A バンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 9－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 9＝±59.85MHz または±57.6MHz
(Aバンド430MHz帯受信周波数－59.85MHz)× 10－(Bバンド430MHz帯受信周波数－57.6MHz)× 10＝±59.85MHzまたは±57.6MHz

テレビ音声周波数テレビ音声周波数テレビ音声周波数テレビ音声周波数テレビ音声周波数

定格定格定格定格定格
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受
信
部

　度感信受

A ドンバ
B( ドンバ FFO 時) MF 　 DANISBd21 zHM441 、 zHM034 － Bd51 （μ 81.0 μV 下以）

B ドンバ
A( ドンバ FFO 時)

MA 　 N/SBd01

zHM3.0 ～ zHM25.0 約 Bd71 （μ 80.7 μV 下以）
zHM25.0 ～ zHM8.1 約 Bd7 （μ 42.2 μV 下以）

zHM8.1 ～ zHM05 －約 Bd1 （μ 98.0 μV 下以）
zHM811 ～ zHM052 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）
zHM083 ～ zHM005 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）

MF 　 DANISBd21

zHM5 ～ zHM801 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）
zHM811 ～ zHM441 －約 Bd11 （μ 82.0 μV 下以）
zHM441 ～ zHM522 －約 Bd31 （μ 22.0 μV 下以）
zHM522 ～ zHM052 －約 Bd1 （μ 98.0 μV 下以）
zHM083 ～ zHM004 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）
zHM004 ～ zHM054 －約 Bd31 （μ 22.0 μV 下以）
zHM054 ～ zHM025 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）
zHM025 ～ zHM007 約 Bd71 （μ 80.7 μV 下以）
zHM008 ～ zHM059 約 Bd2 （μ 62.1 μV 下以）
zHM059 ～ zHM0031 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）

MF-W 　 N/SBd03
zHM05 ～ zHM801 約 Bd01 （μ 61.3 μV 下以）
zHM051 ～ zHM222 約 Bd9 （μ 28.2 μV 下以）
zHM004 ～ zHM005 約 Bd21 （μ 89.3 μV 下以）

BSS 　 N/SBd01

zHM3 ～ zHM03 －約 Bd7 （μ 54.0 μV 下以）
zHM03 ～ zHM05 －約 Bd8 （μ 04.0 μV 下以）
zHM441 ～ zHM841 －約 Bd31 （μ 22.0 μV 下以）
zHM034 ～ zHM054 －約 Bd31 （μ 22.0 μV 下以）

度感チルケス A 、ドンバ B ドンバ － Bd81 （μ 31.0 μV 下以）

¡JAIA（日本アマチュア無線機器工業会）で定めた測定法による数値です。
¡¡¡¡¡定格は技術開発に伴い変更することがあります。

FHV FHU

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

ンャチ
ルネ

声音
数波周

［ zHM ］

1 57.59 9 57.302 31 57.574 12 57.325 92 57.175 73 57.916 54 57.766 35 57.517 16 57.367
2 57.101 01 57.902 41 57.184 22 57.925 03 57.775 83 57.526 64 57.376 45 57.127 26 57.967
3 57.701 11 57.512 51 57.784 32 57.535 13 57.385 93 57.136 74 57.976 55 57.727
4 57.571 21 57.122 61 57.394 42 57.145 23 57.985 04 57.736 84 57.586 65 57.337
5 57.181 71 57.994 52 57.745 33 57.595 14 57.346 94 57.196 75 57.937
6 57.781 81 57.505 62 57.355 43 57.106 24 57.946 05 57.796 85 57.547
7 57.391 91 57.115 72 57.955 53 57.706 34 57.556 15 57.307 95 57.157
8 57.791 02 57.715 82 57.565 63 57.316 44 57.166 25 57.907 06 57.757
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アルファベット
A/B のバランスを変える ..................................11
Aバンド、Bバンド .............................................12
APO （オートパワーオフ） ................... 11 、44
ASC （オートマチックシンプレックスチェッカー） ....... 21
ATT （アッテネ－タ－） ..................................45
CALLスキャン ....................................................37
CALLチャンネル登録 ........................................26
CALLチャンネル呼び出し ...............................14
CARRIER （キャリアオペレート） ............... 33
CTCSS ................................................................. 39
CTCSS 周波数の設定 ........................................39
CTCSS 周波数スキャン ....................................39
DC IN （外部電源）端子 ..................... 7、9、10
DC ケーブル ..................................................9、54
DCS ....................................................................... 40
DCSコードの設定 ..............................................40
DCSコードスキャン ..........................................40
DTMF .................................................................... 41
DTMF手動送信 ...................................................41
DTMFの送信保持 ...............................................43
DTMFの送信ロック ...........................................43
DTMFメモリー ...................................................41
DTMFメモリー送信 ...........................................42
DTMFメモリー送出スピードの設定 .............. 42
DTMFメモリー中のポーズ時間の設定 ......... 43
FINEモード .......................................................... 23
FINEステップ周波数の設定 .............................23
FM モードナロー切り替え ................................45
FULL リセット ....................................................52
JAIA ............................................................... 裏表紙
JARL .............................................................. 裏表紙
MENU リセット ...................................................52
MHzスキャン ......................................................34
MHzステップ ......................................................13
MIC/SP ................................................................ 56
MIC （外部マイクロホン）端子 ...................... 10
MR モード ............................................................ 26
PTTスイッチ .......................................................10
PC .......................................................................... 56
RFメーター ................................................ 10 、15
SEEK（シーク） ................................................33
SP （外部スピーカー）端子 ............................10
TIME（タイムオペレート） ............................33
TNC ....................................................................... 56
T.O.T （タイムアウトタイマー） ................... 15
VOL 付リモートコントロール
　マイクロホン ...................................................54
VOX ....................................................................... 50
VOX ゲインを調整する .....................................50
VOX ディレイタイムの設定 .............................51
VOX 時のビジー制御 ..........................................51
VOX 、PTT付ヘッドセット .............................54
VFO モード ........................................................... 13
VFO リセット ......................................................52

数字
10 キー .................................................................. 10
10 キーで入力 ......................................................14
11 キーで文字を入力する .................................28
1200bps .............................................................. 57
16 キー .................................................................. 41

1750Hz トーン送出 ...........................................20
9600bps .............................................................. 57

あ
アッテネーター（ATT ） ..................................45
安定化電源を接続する ........................................ 9
アンテナを取り付ける ........................................ 7
イヤホン ............................................................... 54
イヤホン付クリップマイクロホン ................. 54
インフォメーションスキャン ..........................38
インフォメーションチャンネル ...................... 32
エンコーダーつまみ ..........................................10
エンコーダーロック解除 ..................................48
オートパワーオフ（APO ） ................... 11、 44
オートマチックシンプレックスチェッカー .... 21
オートマチックレピーターオフセット ......... 18
オプション ........................................................... 54
オフセット幅 .......................................................21
オンエア／ビジーランプ ..................................10
温度プロテクションについて ..........................15
音量 ....................................................................... 11
音量バランス .......................................................11

か
開局申請書 ........................................................... 58
外部スピーカー端子 ..........................................10
外部電源端子 ......................................... 7、9、 10
外部マイクロホン端子 ......................................10
過電圧警告 ............................................................. 9
技術基準適合証明で申請する場合 ................. 58
技術基準適合証明（技適）ラベル ................. 58
機能キー ............................................................... 10
乾電池を取り付ける ............................................ 8
キーロック ........................................................... 48
キービープ音のON/OFF ..................................48
キャリアオペレート ..........................................33
クリップマイクロホン ......................................54
故障かな？と思ったら ......................................53
コントラスト調整 ..............................................47

さ
シガレットライターケーブル ................... 9、54
シガレットライターに接続 ................................ 9
シーク ................................................................... 33
シグナルメーター ..............................................10
シグナルメーターについて ..............................15
シフト ................................................................... 21
十字キー ............................................................... 10
周波数帯 ............................................................... 12
充電 ......................................................................... 7
受信できない周波数について ..........................61
使用時間 ............................................................... 15
シングルバンドモード ......................................12
シンプレックスチャンネル ..............................25
スキャン ............................................................... 33
スキャン再開条件 ..............................................33
スケルチ ............................................................... 22
ステップ周波数 ...................................................22
スピーカーマイク端子切り替え ...................... 56
スプリットチャンネル ......................................25
スレッショルドレベル ......................................22
全バンド呼び出し ..............................................31
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操作バンド ........................................................... 12
送信機系統図 .......................................................59
送信禁止 ..................................................... 15、49
送信出力 ..................................................... 15、60
送信する ..................................................... 15、18
送受信できる周波数帯 ......................................15

た
タイムアウトタイマー ......................................15
タイムオペレート ..............................................33
チャ－ジャー ......................................................... 7
チャンネル表示モード ......................................32
定格 ....................................................................... 60
ディスプレイ .......................................................10
ディスプレイ証明のON/OFF ..........................46
デュアルバンドモード ......................................12
テレビ音声周波数 ..............................................61
電源スイッチ ............................................. 10、11
電源を取り付ける ...................................7、8、9
電波形式 ............................................................... 13
電波を発射する前に ...................................裏表紙
同一バンド2波受信 ............................................12
トーン ................................................................... 19
トーン周波数の設定 ..........................................19
トーン周波数スキャン ......................................19

な
ナロー ................................................................... 45
日本アマチュア無線機器工業会
　（JAIA） ...................................................裏表紙
日本アマチュア無線連盟（JARL） ........ 裏表紙
入力できる文字／記号 ......................................28
ノイズフィルター付
　シガレットライターケーブル ............... 9、54

は
バーアンテナ .......................................................46
バッテリーケース .......................................8、54
バッテリーセーブ ..............................................11
バッテリーセーブの時間設定 ..........................44
バッテリー残量表示 ............................................ 8
バッテリー選択 ..................................................... 8
バッテリーの使用時間について ...................... 15
バッテリーチャ－ジャー .................................... 7
バッテリーリリースツマミ ....................... 7、10
パケットスピード ..............................................57
パソコンなどの接続 ..........................................56
パワーオンメッセージ ......................................47
ハンドストラップを取り付ける ........................ 9
バンドスキャン ...................................................34
バンド内呼び出し ..............................................31
ビートシフト .......................................................45
ビープ音 ..................................................... 17、48
ビジーランプ .......................................................10
ビジュアルスキャン ..........................................38
ファンクションモードについて ...................... 12
復調モード ........................................................... 13
付属装置の記入例 ..............................................59
プチホン型イヤホン ..........................................54
プライオリティスキャン ..................................37
プライオリティチャンネル ..............................37
プログラマブルVFO ..........................................24
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プログラムスキャン ..........................................34
ヘッドセット .......................................................54
ベル ....................................................................... 49
ベルトフックを取り付ける ................................ 9
保証とアフターサービス ...........................裏表紙
保証を受けて申請する ......................................58
ボリュームつまみ ..............................................10

ま
マイクキーへの機能設定 ..................................55
メニュー一覧表 ...................................................17
メニュー表示言語の切り替え ..........................16
メニューモード ...................................................16
メモリークリア ...................................................27
メモリーグループ ..............................................29
メモリーグループスキャン ..............................36
メモリーグループのクリア ..............................30
メモリーグループのリンク ..............................30
メモリーシフト ...................................................31
メモリースキャン ..............................................35
メモリーチャンネルの呼び出し ...................... 26
メモリーチャンネルロックアウト ................. 36
メモリー登録 .......................................................25
メモリーネームの登録 ......................................27
メモリーネームの表示切り替え ...................... 29
メモリーモード ...................................................14
メモリー呼び出し方法の設定 ..........................31
文字入力のしかた ..............................................28
文字入力キー .......................................................10
モニター機能 .......................................................11
モニター／アッテネータ－キー ...................... 10

ら
ランプキー ........................................................... 10
リセット ............................................................... 52
リチウムイオンバッテリーの
　取り付け／取り外し ........................................ 7
リチウムイオンバッテリーについて ............... 8
リチウムイオンバッテリーを充電する ........... 7
リチウムイオンバッテリー（オプション） .... 54
リバース ............................................................... 21
リモコン機器の接続 ..........................................56
リモートコントロールマイクロホン ............. 54
リリースつまみ ............................................7、10
レピーター ........................................................... 18
ロックスイッチ ...................................................55



保証とアフターサービス保証とアフターサービス保証とアフターサービス保証とアフターサービス保証とアフターサービス（（（（（よよよよよくくくくくおおおおお読読読読読みみみみみくくくくくだだだだださささささいいいいい。。。。。）））））

【保証書（別添）】
この製品には、保証書を（別途）添付しております。保証書は、必ず「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめ上、販売店
から受け取っていただき、内容をよくお読みの後、大切に保管してください。
【保証期間】
保証期間は、お買い上げの日より1年間です。
【補修用性能部品の保有期限】
ケンウッドはこのTH-F7の補修用性能部品を、製造打ち切り後、8年保有しています。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

修理を依頼されるときは修理を依頼されるときは修理を依頼されるときは修理を依頼されるときは修理を依頼されるときは
53ページの“故障かな？と思ったら”に従って調べていただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、ケンウッドのサービス
センターへお問い合わせください。
修理に出された場合、設定されたデータが消去される場合がありますので、別途お客様御自身でお控え下さいますようお願いいた
します。また、本機の故障、誤動作、不具合等によって通話などの利用の機会を逸したために発生した損害などの付随的損害につ
きましては、ケンウッドは一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

【保証期間中は】
正常な使用状態で故障が生じた場合、保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッドのサービスセンターが修理さ
せていただきます。修理に際しましては、保証書をご提示ください。
【保証期間が過ぎているときは】
修理をして使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
持込修理
この製品は持込修理とさせていただきます。修理をご依頼のときは、製品名、製造番号、お買い上げ日、故障の状況（できるだけ
具体的に）、ご住所、お名前、電話番号をお知らせください。

【修理料金の仕組み】
（有料修理の場合は、次の料金が必要です。）
技術料：
故障した製品を正常に修復するための料金です。技術者の人件
費、技術教育費、測定機器等設備費、一般管理費等が含まれま
す。
部品代：
修理に使用した部品代です。その他修理に付帯する部材等を含
む場合もあります。
送料：
郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償修理などを行
うにあたって、お客様に負担していただく場合があります。

電波を発射する前に電波を発射する前に電波を発射する前に電波を発射する前に電波を発射する前に
アマチュア局は、自局の発射する電波が、テレビやラジオの受信に障害を与えたり、障害を受けているとの連絡を受けた場合は、た
だちに電波の発射を中止し障害の有無や程度を確認してください。
参考　無線局運用規則　第8章　アマチュア局の運用第258条
アマチュア局は、自局の発射する電波が他の無線局の運用又は放送の受信に支障を与え、若しくは与えるおそれがあるときは、すみ
やかに当該周波数による電波の発射を中止しなければならない。以下省略
障害が自局の電波によるものと確認された場合、無線機、アンテナ系を点検し障害に応じて当社サービス窓口やお買いあげの販売店
などに相談するなどして、適切な処置を行なってください。
受信側に原因がある場合、障害対策は単に技術的な問題に止まらず、ご近所付き合いなどで、むずかしい場合もあります。
日本アマチュア無線機器工業会（JAIA）及び（社）日本アマチュア無線連盟（JARL）では電波障害の対策と防止についての相談窓
口を開設しておりますので、対策にお困りの場合はご相談ください。

日本アマチュア無線機器工業会（JAIA） （社）日本アマチュア無線連盟（JARL）
　〒170-0002　東京都豊島区巣鴨1-10-5　第2川端ビル 　 　〒170-8073　東京都豊島区巣鴨1-14-5
　TEL　03 - 3944 - 8611 　 　TEL　03 - 5395 - 3122

便利メモ

お買上げ店

   TEL                   (                  )

〒192-8525　東京八王子市石川町2967-3

●商品および商品の取り扱い関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。
　ナビダイヤル 0570-010-114　（一般電話・公衆電話からは、どこからでも市内通話料金でお問い合せが可能です）

携帯電話・PHS・IP電話からは、045-933-5133
ＦＡＸ　　 045-933-5553
住所　　　　 〒226-8525　神奈川県横浜市緑区白山1-16-2
受付日　 月曜日～土曜日（祝祭日・弊社休日を除く）
受付時間 月曜日～金曜日　9：30～18：00　　土曜日　9：30～12：00、

●修理などアフターサービスについては、お買い上げの販売店、または最寄りのケンウッド・サービスセンターにご相談ください。
（別紙“ケンウッド全国サービス網”をご参照ください。)
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